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第一一章 緒論及文獄

人禮 二於 テ組織 細胞 二病的 二多量 ノ脂肪 ノ出現

スルモ ノナル事 ノ、古 クヨリ認 メラ レタルモ形態

的 二明 二是 ラ澄 明 シ得 ル ニ至 リタルノ・Virchow

ノ細 胞 テ人罷 構成 ノ軍位 トシテ観察研究 セ シ以

後 ノ事柄 二属 シ、 是等 ノ人艘 固有 ノ脂肪或 ノ・人

工的 二外部 ヨリ種 々 ノ形式 ニヨ リ禮 内 二齋 ラサ

レタル油脂 ノ顯微鏡 化學 的 ノ本態 的攻 究ハAs-

choff(1〕(a),川村(2)(a)(b),Chalatow〔3)ニ ソ ノ端 緒

ラ嚢 セ シモ ノニ シテ今 日ノ此 ノ方面 ノ研究 業績

ノ盛大 テ來 シタルハ同氏等 ノ貢獣 二依ル塵甚大

ナ リ。近時油脂 ノ化學 的方面 ノ研究進 ㍉ 各種 ノ

油脂 ノ性状分明 スルニ及 ピ是 ラ形態病理學的方

面 二慮用 シテ見ル可 キ業績 ノ日二月 二盛大 二趨

カント界。先頃川 村(2)(c)教授 及其 ノ門下矢崎 氏

等 二依 リ生禮各臓器組織 ノ化學的脂肪量 ト形態

的所 見 ニ ヨル含量 トノ間 二梢 ≧一致 ス可 キー一新

脂肪染 色法 テ案出 セ ラル。 同氏等 ノSudanIII

染 色 法 二依 ル時 ハ菖法 ニ ヨ リ見出 サ レタル脂肪

物 質 ノ・更 ニ ソノ顯微鏡的 二量及著染 力 ヲ檜 シ尚

菖法 ニ ヨ リ全 ク出現 セザ リシ組織 細胞 二微 細穎

粒状或 ハ 卒等 ナルSudanIII染 色 性 テ現 ス事

テ樗 ヘ ラ レ今 ヤー般 ノ認 ムル所 トナル。

余 ハ嚢 二鴻 上(4)氏 ト共 二辻本満丸(5)氏嚢 見Squ-

alen(圭 トシテ鮫肝 由 中二在 スル炭化水素)ヨ

リノ異 性禮 ナ ル 鴻 上氏Squalinニ ヨル結核菌

ノ生膣 内 二於 ケル攣異性 二就 テ ノ業 績 テ登 表 セ

リ(結 核 第14巻 第1號)。 即SqualinハC30且50

ナ ル分子式 テ有 スルSqualenノ 異 性農 ト看倣

ス可 キモ ノニ シテ 活性Squalenト モ稻iセ ラル

可 キモ ノナ リ。Squalin二 關 スル詳細 ノ報告 ハ
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鴻 上等 ノ論文 二譲 リ余 ハ弦 二病理組織學 的見地

ヨリ該物質 ノ動物禮 内二於 ケル新陳代謝及蓮命

テ(静 脈 内注射及腹腔 内注 入 ・」ヨル)明 ニ セ ン ト

ス。Squalinノ ・前述 ノ如 クSqualenC30且50ヨ

リ齎 ラサ レタル異性膿 ニ シテ其 ノ化學的一般 性

歌 ハ殆 ン ドSqualenト 同 檬 ト認 メラ ル可 キモ

ノら シテ唯生物學 的 二活性 ナル貼 二於 テ之 ト相

違 ス。即Squalenト 同様 ノ高度不飽和 ナル炭

化 水素 トシテノ特 性ハ失 ハ レズ、一・般理學的性

歌 ハ油歌 テナ シ、 ソノ新 鮮 ナ ル モ 〃 、Sudan

III二 染 色性 ナ リ、 膿丙 二於 テ漸次 ソノ能力即

還元 性 テ登揮 シ陳 菖 ナル ニ至 レバ中性脂肪類似

ノ性状 ラ示 スニ至 ル。 故 二Sudan染 色 性ノ・禮

内 二於 テ或 ハ外界室氣 トノ接燭 二置 カル ・場合

二時 日 ト共 二檜 ス。 川村、矢崎雨氏 ノSudan

III新 法 ニ ヨル時 ハ 更 ニ ソ ノ光輝 アル黄 赤色 ノ

著染 力高度 ナルテ認 ムルモ ノナ リ。且 ツHalo-

gen族 ノ元素 ト極 メテ高度 ナ ル 親和力 ヲ有 シ

化學 的 二結合 シテ ソ ノ添加物 テ作 ル此 ノ際特 二

沃度 ト結 合 セ シムル時 ノ・特異 ナル黒褐色 トナ リ

テ認 メ ラル。 カ ・ル特性 テ利用 シテ該Squalin

物 質 ノ生艦 内ニオケル謹明 テ企 テタルニ組織 切

片或 ハ血液 塗抹標 本 二Lugol氏 液 ヲ作 用 セ シ

ムル事 ニヨ リ明快 ナル解決 テ得 タ リ。C・,。H5・ナ

ル高度不飽和 炭化 水素 ノ鎖}伏結合禮 ナルSqu-

alinノ ・理學 的;・iM,5犬テ ナ ス ト錐 モ其 ノ高度不

飽 和性 トシテノ面 目 モ亦損 失 セズ。動物髄 内注

入 ニ ヨル組織學的所 見 ノ結果 ノ・一部 油脂物質 ト

シテ ノ特 性 ノ外 二Anthorakose二 見 ル如 キ炭

末 二類似 ノ所 見 ヲモ認 メラ レ此 ノ方面 ノ研究 二

甚 ダ興 味 アリ償値 アルモ ノタル テ信 ズ。油脂物

質 ラ動物禮 内特 二 静脈 内 一 注 入セル文献 ハ多

シ。元來静脈 内一力 ・ル物 質 ラ注 入 スル事 ノ起

原 トナ リシモ ノノ・骨折 、外 傷或 ノ・骨及軟部 ノ疾

患等 二際 シ脂肪物質 ノ流血中 二移行 テ來 ス事 ニ

シテ、肺 二入 リテ毛細血管 二脂肪栓塞 ヲ形成 シ

多量 ナル時 ハ肺 テ通過 シ大循環 二入 リ各臓 器組

織 二達 スル テ認 メタル事 二端 テ褒 ス。Zenker(6)

ハ1862年 ニー鐵 道工夫 二就 テ 下肢 ノ外傷 ト内

臓 出血 ニ ヨ リ蜷 レタルモ ノ・肺臓 二脂肪 ノ栓塞

ラ見 タリ。然 ル ニ彼 ハ同時 二見 ラ レタル胃及肝

臓 ノ挫 砕 ニ ヨ リ此 ノ所 ノ脂肪 ガ下腔 大静脈 二入

リ肺 二來 リタル モノナ リ トシテ重大睨 スルニ至

ラズ。 然 ルニE.Wagner(7)ノ ・肺 ノ脂肪栓塞 ラ

臨躰 的 二非常 二意義 アル モ ノトナ シ詳細 ナル研

究 ヲ重 ネ タル結果肺 二於 ケル脂肪栓塞 ハ骨及軟

部 ノ化膿 性炎症或 ノ・骨折、脂 肪組織 ノ外傷等 二

際 シソノ随 件現象 トシテ起 ル モ ノナ リ トノ見解

テ得 タ リ。其 ノ後本 問題 ハ漸次 多撒學 者 ノ研鎖

ラ経今 日二至 リ更 二上掲 ノ場合 ノ他 二艦 ノ軍 ナ

ル震動 ニ ヨリ或 ハ産褥 性子痴 二於 テ毎度 見 ラル

ル事 テ報 ゼ ラレ'其 ノ他種 々 ノ痙攣 性疾患、喧

騒者及 高度 ナル蓮動 瀞経疾患者 二肺 ノ脂肪栓塞

ノ・多 ク見 ラル ・事 ラ 報 ぜ ラル。是等 ノ業績ハ

Lubarsch{8)及 其 ノ門下 ニ ヨリ圭 トシテ成 サ レ

タルモ ノら シテ禮 固有 ノ脂肪物質 ガ栓子 トシテ

揚所 ノ移動 ラナ ス際 二肺 ノ栓 塞 ハ常 二起 リ得ル

事 ヲ殆 ン ド総 テ ノ揚合 二就 テ攻 究 セ リ、術氏ハ

上述 ノ結果 ヨリ肺 ノ脂肪栓塞 ノ成因 テ系統的二

1、 骨髄、皮下脂肪 及全身 ノ脂肪 存在 スル部位

二於 ケル外 傷性或 ハ 病的破壌、皿、骨髄或 ハ全

身 ノ激震、皿、淋 巴腔 ヨリ大 ナ ル 脂肪滴 ノ吸牧

ノ場合 ノ三 ツニ匠別 セ リ。

是等 ノ事實 ハ総 テ臨 休的 二臨躰 實験 的 二及病理

組織學的 二攻究 セ ラレ動物實験 ニ ヨリ精細 ナル

観察 ヲ試 ミラル ・機縁 トナ レリ。骨 ノ損傷 ガ脂

肪栓塞 二重大 ナル意義 アル事 テ提唱 シタルハ前

述 ノE.Wagner氏 ノ外 一Recklingbausen〔9)

氏 トソ ノ門下Busch(10)氏 ナ リ.後2者 ノ・尚家

兎 二種 々 ノ實験 テ施行 シ又下肢 テ敲打 スル事 ニ

ヨリ脂肪栓塞 ラ起 サ シメ得 ル事 二成功 シ、肺 二

來 ル脂 肪 ノ沈著 ノ・血行 性 二來 ルモ ノ最 モ多 シト

結 論 ス。禮 固有性脂肪 ノ遊離小滴 トナ リ血行 二

移行 スルニ如何 ナル過程 テ経 ルモ ノナ リヤニ封

シテハ種 々 ノ論 ナキ能 ノ・ズ、先 ヅ遊離脂肪 ノ血

中 二吸敗移 行 ス ル ニ 三 ッ ノ可能 ナル揚合 テ揚

グ、1、 全 ク水性 二溶解 セル駄態 二於 テ、 皿、乳

化 禮 トナ リ、皿、小滴 トシテ直接脈管系 二入ル・
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モ ノニ シテBusch氏 ハ液歌 トナ リテ 吸牧 サル

ル場合 テ最 モ可能性 ナ リ ト見倣 セ リ。淋 巴道 ヨ

リ吸牧 セラ レタル脂肪 ガ肺 ノ毛細管 二至 リ栓塞

ラ起 シ得 ルモ ノナ リヤ否 ヤ ノ問題 ハ臨鉢 的 二甚

ダ注 目サル可 キ事柄 ニ シテWagner及Busch

氏等 ハ骨折 二際 シテ ノ肺 ノ脂肪栓塞 ノ・血行 ニ ノ

ミニ依 ラズ シテ骨 ノ淋 巴管 モ亦吸牧 二参與 スル

モ ノトナ ス。Wilm(ii)氏 ノ・外傷直後 二Ductus

thoraticusヨ リ脂肪 ノ 謹明 ラ 試 ミ、爾實験的

二同管 二Drainageテ ナ シ テ 肺 ノ高度 ノ脂肪

栓塞 テ防止 スル事 二成功 セ リ。

古城「12)氏ノ・Oliven61ラ 動 物(家 兎、海狸)ノ 皮

下結締織 内或 ハ漿膜腔(腹 腔 及胸 腔)二 注射 シ又

蛙 ノ脊部淋巴嚢 中二注射 テ試 ミソノ結果 ハ総 テ

ノ場合 二淋巴道 ヨ リ吸牧 サ レ肺 ノ栓塞 ラ起 ス事

ヲ登 見 シタリ トナス、然 ルニ血 中二脂肪物質 ノ

達 スル道程 トシテ開放 セル血管特 二末梢小静脈

内ヘノ直接 ノ移行 ガ最 モー般 二考 ヘ ラル ・塵 一

シテ此 ノ場合周園組織 ノ内歴 ノ高 マル事 テ重要

ナル條件 ト見 ル人 多 シ。

Ribbert(13》 ノ如 キノ・又之 二疑 テ有 ス。帥血管 ノ

末梢 ハ開放性 ナルモ ノニ非 ズ、吸牧 テ認 メ シ際

ハ他 二血管 ノソノ部分 二損傷 ノ存 セ シモ ノナ リ

ト樗 フ。栓 塞状 テナセル此 ノ種 ノ膿固有脂肪或

ノ・注 入セ ラレ シ非特殊性油脂 ハ肺 二於 テ如何 二

庭分サ レ如何様 ナル攣 化 テ肺 二惹起 セ シムルモ

ノナ リヤ、本問題 二封 シテEeneke(1897)(14)ハ

自然的 二拉 二實験 的 二肺 二於 ケル栓 塞脂肪 物質

ノ吸牧 二就 キ論 ジタルガ噛 矢 ニ シテ脂肪 ノ分解

吸牧 ノ機序 トシテ脂肪 滴 ノ形 態 ニツキ精 細 ナル

観察 テナ シWuttig(15)氏 モ亦 病理學的試 験 二依

リ脂肪沈著 ト吸牧及同化 二關 スルー一新見界 テ拓

ケ リ、即形 態的所 見 ト同時 二血 液細胞 内或 ハ細

胞外 二於 テ脂胞 ハ瓦解 サ レ血管及 毛細管 拉 二肺

胞内 ノ水腫 浸出液ハSudanノ 卒 等染 色 テ呈 ス

ト云 ヒ血 管 内皮肺胞 上皮 ノ・共 二Sudan染 色 性

ナルテ認 メタ リ トナ シ、 是等 ノ血液 及組織細胞

ハ脂肪分解 二量大 ナ ル 意 義 アルモ ノナ リト論

ズ。

Sefmann(1930)㈹ ハLipoid特 二Cholesterin

テ實験 的 二動物 ノ静脈 内腹腔 内等 二注 入 シタル

ニ肺毛細管 ヨリ漏 出 シ肺 胞上皮 テ通過 シ肺胞盟

内二排泄 セ ラル ・事 テ認 メタ リ。 ソノ他 多歎 ノ

研究者E.Bergmann(1T,Siegmond(i81,Gr6nda-

hl(19),古城 、小笠原(36)、草 刈(37)氏 等 ノ・肺毛細管

ヨリ肺胞 内 二脂肪滴 ノ透過 スル事 テ實験的 二謹

明 シタ リ。Aschoff(1)(c)及 其 ノ門下ハ肺 二脂肪

滴 ノ沈著 スノじ事 二 關 シ「消化排泄 二封 スルー ノ

生理的過程 ナ リ ト見倣 シ」肺 二於 ケ ル 脂肪 ノ

分解 ハ肺 ノlipolytischeFermente」 ヨ リ成

サ レ軍核細胞 内清化作用 ハ之 テ助長 ス ト叙 セ ラ

ル。朴鐘榮(20)氏ハTrioleinテ 兎 ノ 耳静脈 ヨリ

注射 シ肺臓 ト脂肪沈著及分解 二 關 スル所論 ア

リ。氏 ハ注 入直後 二於 テ肺 毛細血管 ノ ー部 二

Fischler氏 法 陽性物質 テ認 メ ラ レ肺胞 上皮 拉

二毛細血管 内皮 ハ脂肪 ノ分解 二重要 ナル役 割 テ

成 ス ト述 ベ ラル。又脂肪酵素 ノ肺 血液 中 ヘ ノ増

加 ト軍核細胞 内 ノ脂肪 ノ清化能力 ハ此 ノ分解 ラ

助長 ス ト論 ゼ ラル。古城氏 ハ此 ノ問題 二就 テ彼

ノ此 ノ方面 ノ廣汎 ナ ル試験 ノ結果 トシテ次 ノ如

ク結論 サル、肺 二於 ケル栓塞脂肪 ノ分解 ハ先 ヅ

ー 二Serumlipaseニ ヨ リテナ サル
。 之 ニ ヨ

リ脂肪 ノ・GlycerinトFetts5ureテ 生 ジFett-

ssure・ ・血液 ノmb=一 ヨ リ石鹸 トナ ル 鹸 化 ノ難

易ハ有離脂肪酸 ノ含 量 二關係 スルモ ノニ非 ズ シ

テ ソノ脂肪 ノ生髄 二封 スル化學 的趨行 性 二關係

ス ト述 ベ ラル。 省Seemann(2i)氏 ノ・Sefmann

ト同様 二Cholesterinテ 血 管 内 ・・..注射 シタル

場合 二該物質 ハ肺 毛細管及 肺胞 上皮 テ通過 シ肺

胞 内二於 テ當該物質 テ認 メタ リ トナ シ氏 ノ所見

ハ叉Merkulow(22sニ ヨ リ是認 セ ラル。氏等 ハ

此 ノ肺胞 内排泄 二關 シ脂肪物質 ガ流血 中二過量

二存 スル事 テ以 テー ツ ノ重要 ナル要約 ナ リト記

載 サル。斯 ノ如 ク脂肪血症 ノ存 スル時 ノ ミ肺 ノ

脂肪物質排泄機轄 ハ誘登 セ ラル ・モ ノナ リヤ否

ヤ俄 テ断定 サル可 キ問題 二非 ズ ト錐 モ過量 ノ脂

肪血症 ノ存 スル場合 二動物個膿 ノ状 態、 肺毛細

管栓塞 ノ程度 二依 リテハー部 ノ排泄機轄 ハ認 メ
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テ可ナルモ ノナ リト思考サル ・モ ハ 如 シ正常

撒態二於 ケルー過性 ノ脂肪血症 ノ際 二肺胞上皮

ヨリ脂肪物質 ノ排泄サル ・ト云 フ論二封 シテハ

異論 アルモノ多 シ、Lubarsch(23)及Plenge雨

氏ハ80例 ノ屍膿 二就 キ詳細ナル観察 テナ シ只

4例 二於 テ肺胞上皮 二脂肪 ノ沈著 テ登見 シタ

リ。然ルニ此 ノ4例 共 三全身 ノ新陳代謝障碍 ノ

存 セシモノチ リシ事テ報 ジ正常歌態 二於ケル

肺 ノ脂肪物質排泄機轄 二反封 ノ意 テ表セ リ。

Ernst(24>氏ハ淋巴性白血病 ノ際二脂肪血症 テ見

屍膿 二就 テ肺 ノ毛細血管二大部分 ノLipoidハ

栓塞歌 テナスモ同時二肺胞内ヘノ排泄 アリシ事

デ目撃 シタリト述べ血管内及肺胞 内二於 テソノ

ー部ハ鹸化 一ヨリ分解 サレ乳化状 テ呈スルテ認

メカ ・ル作用ハ人禮肺二於 ケル脂肪融解性酵素

ノ作用 ニヨルモ ノナリトナス。

叙上ノ如 ク脂肪物質 ノ肺 二於 ケル沈著、浦化、

吸牧及排泄二封 シテハ所論多ク、統一 サレタル

定設ナシト錐モ概括的二観察 スル塵次 ノ如 キ結

論 テ把握 シ得ルモノナ リ。(1)自 然的及實験的

二脂肪血症 ノ存 スルヤ肺ハ最モ多 ク此 ノ脂肪 ノ

新陳代謝 二参與 スルモ ノー シテ該物質 ノ沈著清

化及排泄二際 シテハ血管内皮細胞、肺胞上皮細

胞及血液 白血球 ガ重要ナル役割テ演ズ。而 シテ

肺 血液Lipaseガ 是等 ノ作用 テ助長 ス可 シ。

(2)高 度 ナル脂肪血症 ノ揚合或 ハ個膿 ノ相違蚊

二個艦 ノ健康状態如何 ガ脂肪 ノ肺胞内排泄二重

大 ナル關係 アリ。 ソノ他汕脂 ノ種類 一ヨル相違

モ多少存 スルモノナルモ大禮 上認 ノニ項 二綜括

セラル。

過量 ノ脂肪血症一ヨリ肺毛細血管 ノ栓塞サル ・

場合脂肪物質 ノー部 ハ健康ナル肺毛細管組織 テ

通過 シ大循環 二入ル、肺毛細管通過 ノ際二又動

物 ノ種類個艦 ノ相違及動物 ノ健康状態ガ観察 二

入 レラル可 キモノナリ。大循環 二入 リタル脂肪

物質ハ全身各臓器組織 二達 ス此 ノ場合 ノ脂肪物

質 ン分布 ノ1伏態 ハRecklinghausenガ 健康者 ノ

骨折 二際 シテ認メタル當初 ノ所見 ト全 クー致 シ

現今 二於 テ更 二異論 アルモ ノナ シ。然ルニ生化

學的方面 ノ知 見 ハ 盆 々開拓 サ レMer㎞lowノ

如 キハCh61esterin/Kolloid(Cholesterinsol)

ラPfortader二 注 入 シタル ニ 肝臓 二於 テ直 二

多量 ノGlycogenノ 産 生 テ認 メタル ラ報 ズ。禮

個 有脂肪 ノ血 中遊離 ニヨル栓 塞 ノ揚合或 ハ實験

的脂肪 血症 二際 シテ見 ラル ・ト同様 二常 二脂肪

ノ量及後 者 ノ場合 ハ爾更 ニ ソ ノ性質 ガ局所 ノ病

理組織學 的攣 化 二重大 ナル關係 テ有 ス又1同 二

脂肪栓塞 ラ起 セル モ ノナル カ或 ハ小 量 ヅ ・激同

二亙 リ栓塞 が招來 サ レタル モ ノナル カニヨリ及

栓塞 ノ存在期 間等 ニ ヨリ肺 ノ・多種多檬 ナル病理

組織學的所見 テ呈 ス、一般 的二見ルニ充血 ハ常 二

來 ル、出血、水腫及氣腫 モ殆 ン ド常 二認 メラルル

事ハ多獄學者 ノ意見一致 ス、肺二於 ケル脂肪栓塞

ガ比較的長期間存 スル揚合 ニ ソノ部 分 ノ肺組織

ハ萎縮状 テナスニ至 ル。 而 シテ肺 ハニ次 的 二肺

胞 上皮 ノ檜 生檜殖 ラ來 ス、 カ ・ル揚合肺胞 内二

脂肪物質 ノ浸 出 テ件 フニ於 テハ肺胞 上皮 ノ檜生

増殖 ハ盆 々著 明 トナル トKojoノ ・彼 ノ實験的 二

種 々 ノ油脂 テ使 用 シタル多数 ノ實験例 ヨ リ結論

ス。B.Fischer(25)ハ 實 験 的肺結 核家兎 ノ治療剤

トシテMenthol,Eukalyptol等 ラ夫 々10%ノ

割 合 二 〇liven61二 混 ジ静脈 内 ヨ リ注 入 シタル

際肺 ノ攣化 トシテ貧血 性梗 塞及 出血性梗塞 テ見

タル事 テ報 ジLandois(26),Reiner(2D氏 等 モ脂肪

栓 塞例 二於 テ同様 ナル所見 ラ得高度 ナル栓塞 ノ

揚 合 ニ ノ ミ肺水腫氣腫 及限局 性出血ハ認 メラル

ル モ ノナ リ トナ ス。外來 油脂ニヨル實験 的栓塞 ノ

場合 二於 テモ自然的髄個有脂肪 ニ ヨル栓塞 ノ場

合 ト同檬 二油脂 ノ種類 二依 リテハ肺 毛細血管及

小血管 内外壁 二白血球 ノ浸 潤 テ來 ス(Merkulow,

古 城 、Ernstetc.)コ トノ・殆 ンド此 ノ方面 ノ研

究者 ノ等 シク認 ムル所 ニ シテ旺 ンナル喰作用 ラ

示 シ白血球 二脂 肪分解作用 ノ存 スル考 ノ根糠テ

ナ スモ ノナ リ、最近 ノ此 ノ方面 ノ業績 トシテ

Merkulow氏 ハCholesterinsolテ 家 兎血管中

二注 入 シ全肺 二準等 二撒布 サ レタル重屈折性結

晶 ヲ認 メ爾再 三注 射 テ繰返 シ逐 時的 二該物質 ノ

所 在及像 ノ疑化 ラ親察 セ ラル。
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其 ノ結果籔 日後 二於 テ白血球 ノ遊走檜加 ハ停 止

サル ・テ見 タ リ、然 ル ニ大血管枝 ノ比較 的大 ナ

ルモノ ・外膜 中二白血球 ノ集籏 ノ多 キ事 ラ嚢 見

シ、2ケ 月後 一ノ・Intimagranulomラ 形 成 シ

此 ノ結 節中 二可 ナ リ大 ナル重屈折 性脂肪 テ謹 明

シタリ トナ噛シSeemannノ 所 見 ト全 クー致 シタ

ル テ報ズ、CholesterinテGlucose或 ノ、Levu・

lose二 混 ジi適當 ノ乳化禮 トナ シ注入 シタル モ

ノニアリテハ略 ≧周檬 ナル所 見 テ示 スモ白血球

ノ遊走浸潤 ノヨ リ多 キ事 テ報 告 ゼ ラル。

動物 ノ静脈 内 二實験 的 二脂肪 テ注入 シタル第一

人者 ハMagendie(1821)ニ テ其 ノ目的 ハ血液 ノ

移動 ノ状態 テ験 セ ン トシテ行 ヒタル由 ラ成書 二

見ル、 ソノ後今 日迄 此 ノ方面 ノ研究 業績 甚 ダ多

シソノ當初 ノ目的ハMagendieノ モ ノ トノ・勿論

異 ナ リ脂肪栓 塞 ナル膣 ノ障碍 ノ原 因及栓 塞死 二

至ル量 ノ研 究 ナ リキ、併 シ乍 ラ正常状態 二於 テ

時 二脂肪血症 アリ肺 ノ脂肪栓 塞 テ屡 ≧認 ムルニ

至 リ反 ツテー部 二於 テハ肺 ノ脂肪栓 塞 バー・部 ノ

脂肪 ノ浦化機能 ノ前提 ニ シテ脂肪 ノ分解吸牧 二

封 スル要約 ナ リト云 フ事實 號見 ノ端緒 トナ レ

リ、 油脂物質 ラ静脈 内 二 注 入セル 揚合 ノ致死

量及脂肪栓塞 ノ害作用有無 ノ研 究 モ亦多 ク就 中

Merkel(28)氏 ノ設 ハ最 モ眞理 二近 キ論設 トシテ

ー般 二認 メラル ・ガ如 シ
、即脂肪物質 ノ静脈 内

注射 ハ ソレガ化學的及 生理學的 二固有脂 肪 ノ性

質 二・・・・・・…b致シタルモ ノ例 ヘバ01iven61ノ 如 キ動

物 ノ膿成 分 タル脂肪 ニ シテー一時他 ノ歌態 ラ示 シ

居ルガ如 キ種 々 ノ油脂様状質 ニ ア リテハ緩徐 ノ

注入乱 アリテハ危瞼 ナ ク栓塞 ニ ヨル害作用砂 キ

事 テ論述 セラル、Scriba(29)氏 ノ・大腿 骨 ノ脂肪 ノ

量 テ計 リ且動物實験 ニ ヨ リ大腿骨 内脂肪 ノ遊

離 ニヨル致死 量 ラ精 細 二験 シGr6ndahl氏 ハ

Scribaノ 實 験 テ基礎 ト シ共 二約大腿 骨脂肪量

ノ3倍 印人 間 二於 テハ210g前 後 テ以 テ致死量

ナ リト云 ヒRibbertハ 實 際 ノ揚合ノ・30-40c.a

ニテ死 二至 ルモ ノナ ラン ト論 ゼ リ
。Wegelin及

古城雨氏 ハproKilo1.Ocaト 述 ベ ラル。 古城

氏 ハ動物 二就 テ此 ノ方面 ノ研究 テ モ 完成 サ レ

Olivenδ1ナ ラバ家 兎 二於 テ0.3-0.7ccmPro-

kilo一 テ耐へ得 ル モノア リ0.85c.a"一一1.Oc・qニテ

ハ完全 二弊 ス ト記載 サル、人艦 固有 ノ脂肪 ニ ヨ

ル揚 合 ニア リテモ略 ≧同様 ノ結 果 テ得 ラレタル

ラ報 ズ、 油脂物質 ノ静脈 内注射 ニ ヨル危瞼及害

作 用 ノ勘 キ事報 ゼ ラレ多嶽實験的 二謹明 サル ・

二及 ビ油脂物質 ラ 静脈 内 二 注入 シ疾病 ノ治療

二磨 用 シテ 敷 テ 基 ゲ ン ト試 走ラル ・二 至 ル、

Leo(30)及Urtel(鋤 .氏等 ハIKampfer61テ 静 脈

内 二 注 入 シタルガ 是等試験 ノ先駈 テナ シ β。

Fischer/Menthol,Eukalyptol一 ヨル家 兎

結 核 二封 ス ル作 用一テ験 シタル又 且einz(32)氏 ノ・

家 兎 ノ腹腔 内及 静脈 内二Terpentin61ノ 乳 化

禮 ラ注入 シ肺 二栓塞 テ 起 サ シメ 結核 トノ關係

ラ観察 シタル 等 々甚 ダ多 シ、G.L・.Dermann

(33)及SamuelLeites(34)雨 氏 ハ 各種 ノ脂肪及

Lipoidガ 各 臓器組織 二 入 リテ組織化學 的 二如

何 ナル憂化 テ呈 スルモ ノナル カ又網駄織 内皮 細

胞系 トノ間 二如何 ナル關係 アル カテ詳 細 二攻究

セラレ肺、肝、脾 ノ・脂肪及類脂肪 ノ新 陳代謝 二

Aktivノ 作 用 テ螢爲 ス ト述 ベ ラル、EP各 臓器 二

於 テ是等物質 ノ分解物 テ謹 明 セラ レタ リ。

Squalinノ ・前掲 ノ如 ク特殊 ノ油脂 ノ不鹸 化物 ナ

ル高度高級不飽和炭化水 素Squalenヨ リ得 ラ

レタル鮫肝油 中二主 トシテ存 スル動物 性 ノ油脂

様 性質 テ有 スル炭化水素 ナ リ。 カ ・ル動物罷 固

有 ノ油脂状物質 ニ シテ高度 末飽和 ナル特 性 テ有

シー種特有 ナル化學的及理學 的性状 テ有 スル物

質 ノ生物禮 二封 スル作用 ノ研究 業績 ハ砂 シ又斯

カル特異性 テ有 スル高 度不飽 和炭化水素 二属 ス

ルSqualinノ 動 物膿 内新 陳代謝 二關 スル報告

ハ未 ダ コ レアラズ。

カ クノ如 キ高度不飽和炭化 水素 テ動物罷 二注射

サ レタル場合 二其 ノ組織 二封 スル反磨攣 化及該

物 質 ノ蓮命 タ ル ヤ 甚 ダ シク特 異的 ナルモ ノア

リ。此 ノ方面 ノ形態學 的研究 ニー新隼面 テ開拓

スルモ ノタル テ疑 ノ・ズ。形態的 二該Squalin物

質 ノ・SudenIII● ニ ヨ リ染 色サル。其 ノ他 二須

藤㈹氏 ノ所謂化學的染 色法 一属 ス可 キモ ノトシ
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テ余 ハ特殊ナル染色法テ案出 セリ、帥Squalin

/Jodト ノ結合反慮 ラ利用 シソノー部 テ謹明

シ得 タ リ、余ハ本編 二於 テハSqualin物 質 ノ

新陳代謝 テ静脈内注入及腹腔内注入家兎 二就 テ

検 シタル結果 ノ登表 二停 メタリ。中村㈹氏ハ脂

肪塞栓 ト組織 トノ間 ノ形態的關係 ラ明一センヵ

爲二特種 ノ鍍金法ニヨル格子状繊維 ノ染色法ヲ

考案 セラル油脂物質 ノ肺胞内排泄 ノ如何 テ論ス

ルニ形態學的ニハ最 モ適 シタル方法 ノ如 シ。 σ

第二章 實験目的及内容

辻 本満丸氏獲 見 ニカ ・ハ ル高度 不飽和炭化水 素

Squalenノ 異 性農 ト見倣 サル ・鴻上氏Squalin

ハ其 ノ有 スル6個 ノニ重結 合 ニ ヨル不 飽和性 ニ

ヨ リ張烈 ナル酸素結合力 即極 メテ ソレ自禮 ガ酸

化 サ レ易キ特異性 テ有 スル モ ノ自 シテ之 テ相封

的 二見 レバ他物質 テ還元 セ シムル能力甚大 ナル

モ ノナ リ。今之 テ動物膿 内二静脈 内注射 二依 リ

或 ハ腹 腔 内二注 入 シ生膿 内二於 ケル還元性 ガ如

何 二途行 サル ・モ ノナルカ即生禮組織 二封 スル

反磨拉 二該物質 ノ新陳代謝及蓮命 テ攻究 セ ント

シテ次 ノ如 ク行 ヘ リ。

使 用 セルSqualinノ ・比重dllO.8615屈 折 率、

n1.4962ナ リ。

静脈 内注射 ノ・動物(家 兎)ノ 耳静脈 ヨリ緩徐 二行

ヒ腹腔 内 ニハ大 量 ノ注 入テヂ シタ リ。耳静脈 内

注 入 ラ比較的大量 曳多 クハ致死 量以上)ノ 群 ト彼

量 ノ群 トニ就 テ 前者 二於 テ ハ24時 間以 内二髪

死或 ハ撲殺 シタルモ ノ後者ソ 群 二於 テハ時期飢

二逡時撲殺 シ肺臓、肝臓、脾 臓及腎臓 二就 テソ

ノ病理解剖組 織學的 ノ攣化及Squalin物 質 ノ

蓮命 ノ検 索追求 テ ナ セ リ。静脈 内注入ノ・大量

5.Oc・q、2.5c・c、1.Oc・α、O.5c・a及0.2qa/5頭 ラ ー一一講

トナ シ微 量 トシテ0.2c・aヅ ・注入 ノ5頭 テ第二

群 トス、腹腔 内注 入 ノ家 兎ハ5c.c.ヅ ・4日 間漣

績注 入 テ ナ ス、術微 量0.1c.aヅ ・38日 間繰返

シ静脈 内注 入 ノモ ノ ・所 見 ラ付記 ス。

第三章Squalinノ 染色性色 素特 二脂肪染色性色素 トノ關係及余 ノ

Jod反L、=ヨ ル染色梗概

Squalinノ 純 新 ナ ル モ ノハSudan染 色 性弱

シ、Nilblauニ ノ・不染 ナルカ或 ノ・微 カニ紫董色

テ呈 ス。Squalinノ ・動物艦 内一 入 リ直 二Biolo

gischaktiv二 作 用 シ膿液 内外及 細胞禮 内 二

於 テ酸化 ノ過程 ラ辿 ル モ ノニ シテ脂 肪染色性色

素 二封 シテ此 ノ過程 ノ進行駄態 二從 ヒ即酸化 ノ

程 度 ニ ヨ リ親和力 二多少 ノ軒輕 ラ生 ズ、或 ハ全

ク他 ノ終末的産物 二分解 サ レテ染 色性 テ異 ニス

ルモ ノアリ。一般 二酸化 ノ程度 ノ進 ムニ從 ヒ脂

肪染色性色素 二封 スル被染色性ハ高メラル。

外界 二於 テ完全ナル酸化 テ ナ ス モノハ全 ク中

性脂 ト同様 ノ染色歌態テ呈 ス ル ニ至ル。今

Squalinノ 酸化 ノ程度 テニ段楷 二塵分 シ種々ノ

脂肪色素二封 スル染色性及脂肪物質 ノ鑑別的染

色法 ヲ試 ミルニ次 ノ如 シ。

染色法

酸化程度
SudanIII Nilblau Neutra1.rot Slpith氏 法 Fischler氏 法 Osmium酸

第 一 段 楷
(赤褐色)
什

(青色及紫茎色)
十

一 一 十
(青紫色)

十

(黒 色)

第 二 段 楷 (赤褐色)
柵

(")

什

十
(赤色)

一 什

(")

十

(")

即SudanIII二 依 ル時 ノ・常 二・染色 性黄褐 色物

質 トシテ認 メ ラル ・テ知 リタル テ以 テ主 トシテ

蕾法 二依 ルSudanIII染 色 法 テ用 ピタリ。然

ルニSudanIII染 色 性物質 テ以 テSqualin
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練 テナ リ ト認 メ得 ルヤ否 ヤニ封 シテハ輕 々 シク

決定 サル可 キモ ノニ非 ズ。 川村 矢崎 氏Sudan

III染 色 新法 ニ ヨル 時 ノ・更 二濃染 サ レ微細 二染

色サル、余 ノ圭 トシテ菖法 ニヨル染 色 テナ シタ

ルハ新法ニ ヨ リ各組織臓器 ノ極 メテ微細 ナル脂

肪穎粒 ノ出現 シSqualinニ ヨ ル 陽性物質 ト混

同セ ンコ トラ惧 レタル テ以 テ ノ故 ナ リ。

Squalinノ 特 殊現色反慮(Jod反 慮)

脂 肪物質 ノOsmium酸 ニ ヨル染色 ト同檬 ノ意

味iオ ケ ル 化學 的現色反磨 トシテSqualin物

質 ノ「ハロゲ ン」族 特 二Jodト ノ親和結合力 ノ

強大 ナル事他 ノ油剤 テ遙 二凌駕 スル特性 テ利用

シ是 トノ結合 ニヨ ル 著染 テ以 テSqulain物 質

テ形態的 二検索 セン ト試 ミ略 ≧使用債値 アル ラ

認 メタ リ。該反慮 ノ・Squlainノ 新 鮮 ナ ルモ ノ

程結合著染力強 ク陳蕎 ナルモ ノハ染色性弱 シ。

染色方 法

1、 「フ。ルマ リン」固定凍結切片 テ製 シ(材 料

新鮮 ナル モノテ可 トス)Lugol氏 液 中一;-5

分 時 浸 ス(褐 色 「シヤー レ」内)

2、 水洗(組 織 ノ黄褐色 ノ罷色 スルマ デ約10

・-20分)急 テ要 スル 場 合ハ5%水 溶 性澱粉

液 中ニテ撒分脱色後水洗 テ行 フ。

3、 「ヘマ トキ シリン」ニ ヨル核染 色

4、 水洗30分 後Apathy氏GummischloP

ニ テ封鎖直 二鏡顯 スSqualih物 質 ノ・黒 色、

黒褐色或 ハ黄褐色 二著 染 ス。

本染色 ハ2、3日 ニ シテ攣色 ス、血液 塗抹標 本 二

就 テ モ 同様 ナ リ、但 シ固定 ノ・「フ。ルマ リン!蒸

氣或 ノ・加熱固定 ニ ヨル。膣 固有 性脂肪 ハ染 色 サ

ル ・モ ノナ シ。又精 製 セ ルOliven61Tefpen。

tin61及 局 方肝油等 ノ・著染 テ認 メ ラレザル カ或

ハ輕度 ノ黄色 テ呈 スルニ過 ギズ
。壌死竈 ノ著染

モ微 カニ シテ明 二識別 サル。

第 四章 静 脈 内注 入Squalinノ 運命

第 一節Squalin大 量 静脈 内注 入 ニ ヨ7v試 験(量 的 關係)

實験方法、禮 重2--2.5kgノ 成 熟家兎5頭 二夫

々Squalin/5.Oc.c.、2.5c.c、1,0c.c、0.5c.c.、0.2c.c.ヅ

ソ耳静脈 ヨ リ極 メ テ 緩徐 二注射 ス。1ツ ベ ル ク

リン」注射器 テ使 用 シ針 ハ1/:針 ヲ用 フ、24時 間

以内二艶死 セルモ ノ4頭 ニ シテ0.2c.c,注 入 ノ動

物 ハ何等障碍 テ認 メザ リシ爲48時 間 目二頭部

ラ敲打 シテ殺 ス、動 物ハ死後 直 二氣 管切 開術 テ

成 シ10倍 「フォルマ リン」水 テ氣道 ヨリ適 宜注 入

ス。約30分 後解剖 二附 シ肺臓、肝臓 脾 臓及腎

臓ニツキ病理組織學 的検査 テナ ス、標本 ハGe-

latin包 埋 ニヨ リ凍結切片 テ製 シSudanIII染

色及Jod反 慮 ニ ョ リSqualinノ 蓮 命 テ検 索

シ、他 方Parafin切 片 標本 テ 以 テ 且aemato-

xylin-eosin,Van-Gieson,Weigeitノ 弾力 織

維、Bilschowskiノ 岡 氏憂法、Fibrin染 色 、鐵

反慮、等 ラナ シ形 態的検査 ニ アツ。

第一試験

No.1兎 盟 重21009、Squalin5,0c.a耳 静 脈

ヨリ極 メテ徐々二注射 ス、注射牛ニシテ動物 ハ

甚 シク不安歌 トナ リ耳翼及 ロ邊 二「チアノーゼ」

テ來 シ呼吸ハ甚 シク淺薄鼻翼呼吸 テナス、全身

脱力症状テ示 シ床上二四肢 テ投出 シZF臥ス、引

起 シ立 タシムルニ四肢蹄闘 トシテ直二轄倒ス、

約1時 間ニ シテ以上ノ症状盆 ≧増悪 シ痙攣 テ起

シテ発ル。

剖見 肺臓ノ・淡赤灰白色、容積 テ増加 シ、硬度

正常、輕歴ニヨリ特二雨側下葉 二於 テ捻髪音テ

登 ス、此 ノ際割面 ヨリ泡沫状 ノ液 テ多量二出 シ

水腫 ノ状 テ示 ス、肝臓 脾臓、腎臓 二於 テノ・肉

眼的二著攣ナク肝臓 二於 テハ暗赤色ニシテ硬度

正常血量二富ム、脾臓ハ同檬 二暗赤色、割面膨

隆テ見ズ組織粥(一)ナ リ。

組織學的二肺臓ハ高度 ノ慶血状、肺胞壁毛細血

管ハ著 シク怒張 ス、所々二加答見性憂化 トシテ

水腫 テ見ルモ細胞成分 ノ肺胞 内浸出ハ勘 シ。限

局性小出血竈 アリ圭 トシテ細葉 ノ大 サニー致
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ス、小血管壁及肺胞壁二或ハ稀 二肺胞内二遊走

浸 出セル大軍核細胞中ニ ソノ原形質嗜酸性ニ シ

テEosinノ 赤色染色テ示 スー種特異ナル細胞

ノ出現 ヲ見ル。Sudan染 色性Squalinハ 血管

内壁 二環状 テナシテ粘著 シ或ハ血球 ト混 ジ黄褐

色 ノ小滴 トナ リテ存ス。肺胞壁毛細血管ハ圓形

或ハ長楷圓形叉又状等 トナ レルSqualinノ 脂

肪檬物質ニテ填塞 サル、小血管内壁二沿 ヒテ牛

月駄或ハ環月犬テナシテ栓塞セルSqualin物 質

テ殆 ンド各所二卒等 二認 ム、肺胞 内二浸出セル

大軍核細胞中ニハ穎粒状 二分離セルSすualin粒

子 テ貧喰 スルデ見ル。

貧喰細胞 ノ多 クハ小血管内、血管壁及血管外壁
　

二見 ラレ圭 トシテ多核 白血球
、大 軍核 細胞 ヨリ

ナ リ肺胞壁組織間隙 内 一モ亦 少数 二認 メ ラル。

小 出血竈 二於 テ血球 ト混 ジテ流 出 セルSqualin

物 質 テ見肺胞 内二於 テ微細穎粒状 ヨ リ大 ナルモ

ノハ血球 大 ノ小滴 トシテ遊離状 テナ シテ存 ス。

肺胞 内浸出液 中二稀 二遊離状 テナ セルSqualin

物 質 テ見 ル部位 アリ。爾小氣管枝及終末氣管枝

中 二圓形 テ成 サズ不規則 ナル邊縁 テ有 スル多角

形、i菱形或 ハ圓棚 天テナ セル細滴 テGelatin包

埋 切片 二就 テ認 メラル可 シ。

小血管 二於 テ ソ ノ血漿 ノSudan黄 赤 色染 色

テ示 スモ ノア リ、肝臓 二在 リテハ星芒細胞 ノ輕

ノ増生 ア リ、Sudan陽 性物 質 ヲ貧喰 スルモ

ノ多撒 ナ リ、 ソノ他 小葉間結締織 中 ノ淋巴間隙

中 二或 ハ組 織球細胞 中 二 喰 セ ラレタ ル 黄褐 色

SudanE染 色 性Squalinテ 見 ル。鷹管 上皮 一 黄

褐色Sudan小 滴 ア リ脾臓Sudan染 色 ニ ョ

リ中心動脈 二微 細 ナル滴ナ伏 トナ リテ存 シ拉 寳毛

細管 内 ノ大喰 細胞 二少数 二見 ラル。

腎臓、 縣毬禮 毛細管 二 栓塞状 テナ セルSudan

黄 褐 色物質 テ殆 ン ド総 テ ノ統 毬膣 二於 テ見ル細

尿管系統 内二微細 ナル黄褐 色粒 子 テ見ルモ ノア

リ。

No.2兎 禮 重2500gSq2.5c.α 注 入

注 入後4時 間 ニ シテ艶死 ス、 一般症状 ハ5c.a注

入 ノ場合 ト殆 ン ド同様 ニ シテ甚 シク不安状態 ト

ナリ茸翼 口屑iノ「チア ノ・一ゼ」テ來 シ全身 ノ塵脱

症歌現ル、痙攣爽作 ト共 三呼吸困難加 バリ死二

至ル。

剖見、肺臓ハ淡赤色海綿檬硬度 テ有 シ含氣量二

富ム、外面 二於 テハ限局性攣化ハ認 メラレズ、

輕歴ニヨリ割面 ヨリ水泡性 ノ泡沫 テ出ス、肝

臓、暗赤褐色血量 二富 ム、脾臓及腎臓二肉眼的

攣化 ハ認 メラレズ。

組織學 二肺 ハ高度 ノ鯵血歌 ラ示 ス部位 ト氣腫状

テ呈 スル部位 アリ、後者ハ圭 トシテ肺肋膜 二近

キ邊縁帯 二見 ラ ル、細葉性限局性小出血竈ア

リ、水腫モ各所 二見 ラル、細胞浸潤ハ血管外壁

二多 ク肺胞壁及肺胞内ニモ在 ス。

多核白血球及大軍核細胞 テ圭 トシ淋巴球モ少獄

一見 ラル。肺胞内一ハ肺胞上皮 ノ剥離 テ來 シタ

ル部位 アリ、大輩核細胞及肺胞剥離上皮 ト思ハ

ル ・細胞 ノー部 二原形質 ノ甚 シク嗜酸性ナルモ

ノテ認ム。

Sudan染 色 ・…ヨリ肺胞壁毛細血管 内 二各所二

卒等撒布 ノ状 テ呈 セルSqualinテ 見 ル概ネ塞

栓状 トナリ毛細管内二充填 サル・テ見ル。小血

管及中等大 ノ血管内 二於 テSqualinハ 管壁二

粘著 シテ長橘圓形、牛月形 トナリ、或ハ又血液

成分中二微細穎粒歌 ヨリ血球大以上 ノ大 サノ滴

歌 トナ リテ遊離欺 トシテ見 ラル。血管及氣管枝

壁組織球性細胞中二Sudan黄 褐色物質 テ喰ス

ルモ ノ多数 ナリ、多核 白血球内ノ貧喰物質ノ・曙

褐色 ノSudan染 色 テ示 シ各所 二認 メラル ・モ

圭 トシテ血管壁 二多 ク見 ラル、多核白血球 ノ喰

作用ハ血管内二於 テモ亦多撒二見 ラル、肺胞内

二浸出セル少数 ノ大喰細胞 ハ穎粒状 トナレル黄

褐色Squalinテ 貧喰 スルラ見又Gelatin包 埋

切片 ニヨリニ三肺胞内二微細二分離セル黄褐色

不規則ナガ形状テナス物質 ノ存在スルテ見ル。

肺胞内一出血 アル部分 二於 テハ血液成分 ト混 ジ

遊離歌 ノ微細小滴 トナリテSqualin物 質 ノ流

出 アリ。

肝臓、一一般二中心静脈 ハ血液ヲ以テ満 サレ毛細

m管 ノ充盈 モ亦高度ナ リ。Sudah染 色一・…一ヨリ
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星芒細胞中二黄褐色陽性物質テ多量二囁取 ス。

血管内及毛細管 内二遊離 ノ駄態 トシテ認 メラル

ルモノ稀ナリ、小葉間結織及Glisson氏 鞘中二

組織球性細胞 二囁取セラレ或ハ遊離 ノ状態二於

テソノ淋巴間隙内二黄褐色物質 テ見ル。

脾臓二於テハ賓毛細管中二存 スル大喰細胞 ノニ

三二黄褐色Sudan陽 性物質 テ見ル。

腎臓、Squalin/Sudan陽 性物質ノ・統毬鵬毛

細管二塞栓 テ形成ス、細尿管 ノー部 ノ系統中二

上皮内二或ハ管内二遊離状 テナ シテ黄褐色 ノ微

細滴ラ見ル。

No.3兎 腿重2kgSqualinlcρ 在入。

注入後直二全身 ノ痙攣 ト高度 ノ呼吸困難 テ來 シ

肛門開大 シ失禁 シ約40分 ニシテ発 ル。

剖見、肺臓、淡赤灰白色、硬度正常、右下葉及

左下中葉ハ梢 ≧赤色 テ帯 ビ限局性暗赤色 テ呈 ス

ル部位 アリ、 ソノ他 ノ肺組織パー般二氣腫駄 テ

示 ス、肝臓、脾臓、腎臓二於 テハ肉眼的二認 メ

ラル可キ攣化 ナシ。

組織學的済肺臓、暗赤色テ示ス部分ノ・毛細血管

ノ旗張充盈高度ニテ肺胞ハ甚 シク縮小 シテ見 ラ

ル、少敷 ノ赤血球 ノ血管外 一見 ラル ・所 アルモ

肺胞内テ充セル程度 ノ出血竈ハ見 ラレズ、肺胞

内二浸出液及浸出細胞砂 クSudan陽 性物質モ

認メラレズ、 稀二Sud陽 性物質テ囁取セル大

軍核細胞テ肺胞禮内 二 見ルノミ、Sud陽 性物

質 ノ多クハ鑛張 セル毛細血管 テ埋 メ肺胞壁内二

突出ス、爲二宛モ大ナル滴歌 トシテ肺胞 内二存

スルガ如キ観アリ。

肝臓、星芒細胞中二大部分囁取セラル ・所見前

例 ト同様ナリ。

脾臓、濾胞内中心動脈 内壁及濾胞 内二、三細胞

内二黄褐色物質テ見ル。寳毛細管 内ノニ、三大

喰細胞中二存スルモノアリ。

腎臓、統毬膿毛細管 一塞栓状 テナシ テ認 メラ

ル、細尿管系統中ニー部 二黄褐色穎粒 ノ遊離歌

ラナシテ存スルモノアリ。

N().4兎 禮重1.9009SqualinO.5c.c.注 入。

注入後撒分ニシテ遽 二元氣衰 へ蓮動不活霰 トナ

ル、3時 間目頃 ヨリ四肢 テ投出 シ床上二李臥ス

ルニ至ル、約20時 間後発 ル。

剖見、肺臓、暗赤色雨側下葉ハ硬度梢 ヒ柔軟血

量二富 ム。末梢部邊縁帯ハ灰白色貧血 性ノ所 ア

リ、特二右下葉二於テ之 テ見ル、淡赤色限局性

小斑 ヲ散見 ス圭 トシテ下葉ニアリ。

肝臓、暗赤褐色血量 二富 ム、脾臓及腎臓二著攣

テ見ズ。組織學的 二肺臓 ハ高度 ノ鰐血駄 テ示

シ、限局性小出血竈 テ見ルモ此 ノ部位 ニオケル

水腫高度ナラズ、肺胞壁二大軍核細胞及多核白
、

血球 ノ浸潤テ示 シ間質性肺炎ノ像 テ示 ス部位 ア

リ、カ ・ル部分二近接セル肺胞内一ノ・又大軍核

細胞 ノ浸出テ少撒 二見ル、Sudan染 色 ニヨル

ニ肺胞壁毛細管及小血管内 二黄褐色 テ ナ シテ

Squalin物 質 ノ栓塞セル像 テ各所二見ル、小血

管外膜結織 中、及肺胞壁二遊走浸潤 セル大喰細

胞及小喰細胞二Sudan穎 粒陽・陞ナ リ、肺胞内

二浸出セル大喰細胞二黄褐色穎粒 テ多量 二囁取

スルテ見ル、出血テ見ザル部位 ノ肺胞内二不規

則ナル邊縁テ有 スルSudan陽 性黄褐色細滴 テ

見ルモノアリ、胞壁毛細血管 ハ 多量 ノ黄褐色

Sudan染 色性Squalinテ 充填 シ甚 シク鑛張 シ

肺胞内二突出ス。

肝臓、轡1肛高度一・・シテ 毛細血管 ハ 甚 シク籏張

ス、Sudan染 色ニヨリSqualin物 質・・星芒細

胞 内及小奨間結織中、'Glisson氏 鞘内二遊離 ノ

状 テナシ或 ハ大喰細胞 二入リテ存 スルテ見ル。

脾臓、髄質 ノ賓内外 ノ大喰細胞内一Sudan陽

性物質テ見ルモ紗 シ。

腎臓、統毬膣毛細血管二栓塞歌 テナセルSudan

陽性物質テ見ル。

No.5兎 膿重22009SqualinO.2c.aii.入 。

動物 ハ外見上何等認ム可キ障碍ナ ク経過ス、約

48時 間後撲殺 シ組織學的検索 テナ シタリ。

剖見、肺臓、肺肋膜表面ハ卒滑ニ シテ後面 二於

テ特 二下葉ハ雨側共 二暗赤色テ示 シ上葉 二行 ク

ニ從 ヒ漸次淡赤灰 白色ナル正常色調二移行 ス、

暗赤色部位ハ硬度柔軟、容積テ檜加ス、肝臓ハ

暗紅色血量 二富ム、脾臓 及腎臓二外見上攣化
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ナシ。

組織學的所見、肺臓、下葉暗赤色部位 ノ所見 ト

シテ高度 ナル健血 テ肺胞壁毛細管及小血管二認

メ是等 ノ血管系ハ鑛張 シ血液 ラ充満 ス、限局性

憂 化 トシテ少数 ノ出血竈 ラ見ル、カ ・ル部位 二

水腫 モ認 メラル、 然 ル ニ細胞成分 ノ浸出ハ砂

シ、Sudan染 色 ニ ヨ リ小血管及肺胞壁毛細血

管 内二栓塞状ラナセル黄褐色物質テ見ル、小血

管 内二存スルモ ノハ ソノ内壁二粘著 シ覆状牛月

歌等テ示 シ後者ニアリテノ・圭 トシテ圓形及楕圓

形又ハ叉又状 テナス、出血竈 二於 テ血液 ト混 ジ

肺胞 内二黄褐色小滴 テ見ル、出血ラ見ザル部位

二於 テ肺胞内二遊離状 ノSudan陽 性物質・・見

ラレズ、中等大及小血管内二Sudan陽 性物質

テ保有スルモノハ前記 ノ如 ク其 ノ内壁二沿 ヒテ

表(1)

堤状 テナシ或 ハ長楷圓形、牛月形等 ノ種々ノ形

態 テナシ、カ・ル血管 ノ外膜結締織中ニ ハ又

小喰細胞及大喰細胞 ノ集籏 テ見微細粒子状 ノ

Sudan陽 性物質 テ囁取ス、是等 ノ細胞ハ氣管枝

壁及肺胞壁中二少数二認 メラレ特 二後者ハ肺胞

内二浸出セルモノアリ。

肝臓、中心静脈 ハ籏張 シ血液 テ充 ス。毛細血管

ノ鰹血 モー部 二 見 ラル。Sudan陽 性物質ハ星

芒細胞内 二在 リ小葉間結締織及Glisson氏 鞘

結締織中ニモ見 ラル。

脾臓、色素細胞多 シ、寳内 ノ大喰細胞中二Su"

dan穎 粒 テ有スルモ ノアリ、脾髄細胞中二見ラ

ル・モノ砂 シ。

腎臓、締毬禮毛細血管 二栓塞状 テナスSudan

Squalin陽 性物質 テ見ルモ少 シ。

大 量Squalin注 入 ニ ヨル所 見 トSudan染 色 性Squalin物 質 ノ所 在

No.1

2.1kg

No.2

2.5kg

No.3

2.Okg

No.4

1.9kg

No.5
2.2kg

経 過

Sq5.Oαc.60分 後

耳静 脈 弊 ル

Sq2.5aa4時 間

耳 静 脈 後 弊 ル

Sq2.5c.α40分 後

耳 静 脈 弊 ル

SqO.5α α20時 間

耳静 脈 後 弊 ル

SqO.2aα48時 間

耳静 脈 後 撲 殺'

肺 ノ攣 化及SudIII

陽性Squalinノ 所 在

肝 臓 ノ攣 化 ト
SudIII陽 性

Squalinノ 所 在

容積 ヲ培 シ肺胞壁毛細
血管・・高度醗血、水腫

及小出血竈アリ.Sqハ
血 管及毛細管二栓塞状

肺胞内及細少氣管枝内
二浸出ス、遊走細胞中
二(十)

高度 ノ雀血、小出血 ア
リ水腫高度Sq・ ・各所
二卒等撒布セルノ・同上

ト同ジ、多核白血球及

大喰細胞二於テモ同様
二(十)ナ リ、肺胞内二

遊離状(十)及 浸出細胞
内二(十)

血管系二同檬二ZF等 撒

布喰細胞中二Sq(十)
肺胞内微細粒子(十)

部 位的二充血高度ニシ
テ出血アリSqalinノ ・

同様 二栓塞状 ヲナス、
喰細胞 二入 リ血管外 ノ

各所 二蓮 バレ肺胞内浸出細胞
二於テ(十)

雀 血アリ小出血及水腫
アルモ輕度Sqハ 血管

系内二圭 トツテ栓塞状
血管内外喰細胞(+)

星芒細胞中及小葉
間結締織中二遊離
状 トナリ或ノ、組織
球細胞二振取 セラ
レテ見ラル。膿管

上皮二(十)ナ ルア

星芒細胞及小葉間
結締織内二同上
(十)

芒細胞内(+)
小葉 間質二甚ダ少

星芒細胞及小葉間
質内(十)

星芒細胞及小葉間
質内(+)

脾 臓 ノ攣 化 ト
SudIII陽 性

Squalinノ 所 在

離
場
鯖

小
脈
内
毛
胞

氏
動
胞
壷
細

㎞
心
細

。喰

醜
空
盤

M
於
及
性
内

網状組内皮細胞系
ノニ、三細胞内

(+)

濾胞 ノニ、三細胞
及中心動脈内壁
(十)脾 髄 ノ大喰細
胞内(十)

脾髄 ノ大喰細胞内
二(十)

脾髄 ノ大喰細胞内
二(十)

腎 臓 ノ攣 化 ト
SudIII陽 性

Squalinノ 所 在

綜毬髄(柵)細
尿管中(十)
小血管 ノ血漿ノ・

黄色 ヲ示ス

縣毬髄毛細管内二
栓塞状(帯)
細尿管系統 ノー回
ノ管中二(+)

罧毬髄毛細管内二
栓塞状(帯)
細尿管中(十)

練毬髄毛細管内二
栓塞状(十)

練毬髄内二極メテ
少シ(+)

第 二節Squalin大 量静 脈 内注 入 ニ ヨノレ所見 ノ小括

Squalinノ 大量静脈 内注入 ノ揚合二於ケル肺臓 肝臓、脾臓及腎臓 ノ攣化及當該物質ノ分布拉二
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新陳代謝 テ験 セ ントシ、5.Oc・qb2.5c・c・、1.Oc.c,、

0.5C」CL、O.2caテwa重2kg内 外 ノ家 兎5頭 二夫 々

耳静脈 ヨ リ極 メテ緩徐 二注 入 セ リ、0.5cc、 マ デ

ノ4頭 ハ注射後24時 間 内二艶 死 ス、0.2c.a注 入

ノ動物 ハ何等生命 二危瞼 ナ ク経過 スル モ ノナル

テ知 レリ、死 因 トシテハ肺毛細血管 ノ栓 塞 ニ ョ

ル急激ナル血液循環障碍 二依 リ又肺毛細血管 テ

通過 シ大循環 二入 リ種 々 ノ他 ノ臓器組織 二至 リ

此 ノ機能障碍特 二拶血管 ノ栓塞及 出血等 ガ種 々

ノ油剤静脈 内注 入 ノ揚合 ト同様死 因 トシテ考 ヘ

ラル、余 ハ弦 二死 ノ原 因 二關 シテ ノ探求 ハ暫 ク

オキ特殊 ノ臓器即肺臓、肝臓、脾臓、及腎臓 二

就テ組織反慮攣 化拉 二Squalin物 質 ノ分布新

陳代謝状態 テ攻究 スル ニ止 ル。

肺臓、約1時 間後 ニハ高度 ナル鯵 血 テ示 シ來 リ

毛細血管 ノ廣汎 ナ範園 二亙 レル栓塞 ノ爲 ニー部

二於 テ急激 ナル循環 ノ障碍 テ惹起 シ血管 ノ破綻

ニヨル出血 テ來 ステ見ル、大量注 入 二際 シテハ

水腫 モ亦比較的早期 二來 リ5.Oqqtt入 一 アリテ

ハ1時 間後 二概 ネ之 テ認 メ得 タ リ
。O.5c・c・、0.2

cn注 入家 兎 一 ア リテハ24時 間以後 二於 テ水腫

倫輕度 ナ リ。1.Occ注 入(No.3)二 於 テハ40分

後 ノ所見 トシテ出血 及水腫 テ見ズ、 即量 ノi・Elb加

ト共 二慶 血水暉 出血等 ハ 早期 二 起 リ且高度 ナ

リ。Squalin/Sudan陽 性 物質 ハ肺胞 壁毛細

血管 内二沈著 シ栓塞状 テナスモ ノ最 モ多 ク小血

管及 中等大血管 内 二存 スル モ ノハ 内壁 二粘著 シ

環状或 ハ長楷 圓形、 牟月形等 テナス、又血液 成

分 ト混 ジテ圓形 ノ遊離駄態 二在 リ、小滴 ノ大 サ

バ血球 ヨリ梢 ヒ大 ナル モ ノヨリ微細穎粒状 ノ種

種 ノ大 サテナ シ滴 ノ邊縁不規 則 ノ凹凸 テナスモ

ノアリ.小 血管 中 二於 テ ソノ血 漿 ノ全 ク黄 赤褐

Sudan著 色 テ呈 スルモ ノア リ(No.1)出 血 テ見

ザル肺胞 内 二 歪形 ノ(棒 状 、圓柱 状、不 正圓形

等)黄 赤色細滴状 テ成 セルSqualin物 質 ノ排泄

サル ・ア リ、終末氣管枝 内二於 テ同檬 ノ所 見 テ

示 スモ ノア リ、比較的大量注 入 ノ場合 二限 ラレ

(No.1、No.3)0.5c.q以 下 ノ動物 二於 テハ認 メ

ラレズ、即大 量注 入 ノ際 二吾人 ガ現今 ノ顯微鏡

的検索ニヨリ明示 シ首肯 シ得ル程度 ノ油剤特 二

Squalin物 質ハ正常健康血管壁 ヨリ漏出可能 ノ

モ ノナル事 テ信ズルモ ノナ リ。小血管及氣管枝

周園結締織中ノ組織球性細胞及多核白血球 二囁

取 セ ラ レタルSqualin/Sudan陽 性物質ハ

各所 二蓮搬 セラル ・テ見ル、即血管及氣管枝周

園結締織中、肺胞壁組織間隙中二遊走 シ肺胞 内

二浸出セルモ ノモ認 メラル、大喰細胞 内二囁取

セラレタルモノハ其 ノ原形質中二黄褐色微細穎

粒状 トナ リ小喰細胞中二存 スルモノハ核 ノ色調

ノ爲 二黒褐色 二見ユ、要之 スルニ静脈 内二注入

セラレタルSqualinハ 肺胞壁毛細血管内 二栓

塞状 テナ シ沈著 シ多量注入ノ場合 ソノー部 ハ吾

人 ノ検出可能 ノ歌態 らテ血管壁 ヨリ漏出 シ遊離

状 ノ微細滴 トシテ淋巴間隙二入 リ肺胞 内二排泄

サル、叉一部 ハ氣管枝淋巴腺内一入 リ氣管 内二

分泌 サル、最モー般的ナルハ多核 白血球及組織

球性細胞 二喰モラレ血管外 二出デ組織間隙内一

遊走 シ肺胞内二排泄 サル ・経路 ニシテ総テ ノ實

験例 二就 テ之 テ認 メタリ。

肝臓、肝臓 二於 テ特 二著明ナル攣化ハ認 メラレ

ズ、星芒細胞内 二Sudan陽 性Squalin物 質

ノ・大部分囁取 セラル。 小葉間結締織及Glisson

氏鞘結締織内二遊離歌 テナセル細滴 ラ見或ハ組

織球性細胞 内二喰 セラレタルテ見ル、謄管上皮

二Sudan細 滴 テ見ルモノアリ(No.1)。

脾臓、形態的二著攣 ナシSudan染 色 ニヨリ濾

胞内 ノニ、三細胞内二細滴 テ見中心動脈 内壁 二

沈著 セルモノァリ。賓毛細管内ノ大喰細胞 内一

囁取セラル・モノ最モ多 シ(No.1、3、4、5、。

腎臓、形態的攣化砂 シ、Squalinハ 統毬禮毛細

血管中二栓塞状テナ シ充填 サル、印多量静脈 内

二注 入セラレタルSqualin物 質 バ ー部ハ肺 ノ

毛細血管系 テ通過 シ大循環 二入ルモノニ シテ此

ノ際腎臓ハ圭 トシテ該物質 ノ自然的排泄経路 ト

認 メラル統毬禮毛細血管 ハ各例 二於テ最モ大量

ノSqualin物 質 テ有ス、第一試験例 二於テ大

量即チ5qc.及2.5c.qト 少量1以 下=注入 トノ間一

ハ注射量 二ZF行 セザルSqualin物 質 ノi曾減 テ
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示 シ大量 ノ場合ハ關係 スル統毬盟 ノ撒及栓塞 セ

ル物質 ノ量甚ダ多 ク少量 ノ場合ハ反之甚 ダシク

少 シ、余 ノ第一試験 二於 ケル0.2qΩ 注入 ノ場合

全標本中僅 ニー一、ニ ノ少滴 テ統毬膿 二認 メタル

ニ過 ギズ、 ヨレ固 ヨリ動物個禮 ノ相違 ニヨリ肺

毛細管 ノ通過性 テ異 一スル事 ニー部 ノ原因ハ存

ス可 キモ大 量 ノ場合 ト小量注 入 ノ場合 トノ間ニ

ハ肺 毛細血 管系 ノ通過性 二甚 シキ輕 軒 アル事 ノ

謹 左ナ リ ト思惟 セ ラル。

大量5c・a、2.5c・c・及1cc注 入例 二於 テノ・細尿管 ノ

ー部 ノ系統 中 一Sudan陽 性 黄褐色微細小滴 ラ

見 タ リ。

第三 節 微 量Squalin注 入 ニ ヨノレ試 験(時 期 的観察)

實験方法、第 一試験 二於 テ量的關係 ニ ヨル攣化

及Squalinノ 新 陳代謝 テ検 シ家 兎膿重2kg内

外 二 〇.2qq以 下 ノ量 ニテハ何 等動物 二障碍 テ見

ズ シテ静脈 内二注 入 シ得 ル事 テ確 認 シタルテ以

テ更 一5頭 ノ禮 重2kg内 外 ノ家 兎 二〇.2c.c.ヅ・

緩徐 二静脈 内注 入テナ シ第1日 、2日 、4日 、

7日 、14日 目 二各1頭 ヅ ー頭部 テ敵 打 シテ殺 シ

直 二氣管 内 ヨリ10倍 「フ。ル マ リン」水 テ注 入 シ

肺組織 ノ萎縮 テ防 グ、凍結切片 ルGelatin包

埋 ニ ヨルモ ノト然 ラ ザ ル モ ノ ・二通 リテ製 シ

Sudan染 色 拉Jod反 磨 法 一 ヨリSqualin物

質 ノ蓮命 ノ検 索 テナ シ又・一・一一・一方Parafin切 片 ・;-bヨ

リHaematoxylin-eosin重 染 色Weigert氏 弾

力繊維染色、 結締織Van-gieson染 色 、 鐵灰

雁i、網状織繊維 染色 テナ シ組織 ノ形 態的研藪 二

備 フ、動物 ノ食餌 ハ小変 テ圭食 トシ「フスマ」野

菓 テ併 用 セ リ。

第二試験

No.6兎 禮 重21009SqO、2qq注 入、24時 間

後撲殺。

肺臓 雨側 上葉 ハ淡 赤色下外及 内葉 雨側 共 二多

少暗赤色 ニ シテ此 ノ間二、 三 ノ限局性暗黒色米

粒大迄 ノ小斑 ラ見 ル硬度梢 ≧柔軟 ナ リ。

組織學的 二嗜赤色 ノ下葉 ハ鯵血 高度 ニ シテ肺胞

壁毛細管 ハ高度度 二旗張 ス、肺胞 内二稀 二大 軍

核 細胞 ノ浸 出 アルモ水腫 ナ ク加答見 ノ像 ハ未 ダ

殆 ンド認 メ ラ レズ、Sudan陽 性 黄赤色物 質 ハ

絡 テ小血管及肺胞壁毛細血管 内 二在 リ。

血管 壁 二粘著 シ環状 テナ セルモ ノ或 ハ小滴 トナ

リ血球 ト混 ジ或 ハ毛細管 内 二見 ラル ・モ ノハ栓

塞状 テ ナ ス、微細ナルSqualinテ 囁取 セル犬

輩核組織球性細胞及小喰細胞ハ小血管外壁、肺

胞壁二主 トシテ遊走 シ稀 二肺胞内二浸出セルモ

ノアリ。

肝臓、星芒細胞 内二Sudan陽 性赤褐色物質テ

見ルモ少 シ。

脾臓、濾胞内撒多細胞 内二黄褐色物質 テ見ル、

賓内被細胞内及脾髄細胞 ノニ、三二同様 ノ物質

テ見ル。

腎臓、高度ナル血管系 ノ充血 アリ、統毬禮毛細

血管 テ始 メ髄索 ノ毛細血管ハ甚 シク鑛張 シ血球

テ充盈 ス、一一部 ノ統毬髄毛細血管 二Sudan陽

性黄赤色 ノ小滴 テ見ル、迂曲細尿管上皮内二微

力二微細黄褐色物質 テ見管内二小穎粒 テ見ル、

潤管上皮 ノ正常陽性物質 モ見 ラル。

No.7兎 、・膣重2kgSqualinO.2c.c,注 入、48時

間後撲殺。

肺臓、雨側下葉後面ノ・幾分暗赤色 テ呈 シ中二黒

色ノ小斑 ノ大豆大ナルモノニ、三テ見ル。

組織學的 ニハ小出血竈 テ中心 トシテ加答見性肺

炎 ノ像 テ見ル所 アリ、浸出液甚 シク稀薄ナル爲

二Gelatin切 片標本 ニ ヨ リ微カーソノ存在テ

認 メ得 ラル、細胞浸出ハ少 シ、間質性肺炎 ノ像

テ見ル部位 アリテ多核白血球及大軍核細胞 ノ輕

度 ノ遊走浸潤テ見ル、是等 ノ細胞ハSudan染

色性黄赤色 ノ微細滴 テ囁取ス、カ ・ル肺炎檬像

テ呈セザル部分 ノ肺胞壁 中二於テモ多数 ノ大小

喰細胞 ノ遊走デ見ル。

特 二血管及氣管枝外壁 二集籏 セ ルモノ最モ多

シ、肺胞内ニテ喰作用テ示 セルモノアリ。一甑
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ノ大静脈管 二於 テ其 ノ内壁二沿 ヒテ存 スル多核

白血球内二Sudan黄 赤色物質 テ囁取 セルモノ

多ク見ラル ・モノアリ叉血管固定性細胞内及遊

離性細胞内二喰作用テ成 セルモ1ア リ、是等 ノ

喰細胞ハ血管内、血管中膜及外壁結締織等 ノ各

部二存スル像 テ示 シ血管壁通過脱出 ノ途上ニア

リト想定サル可 キ像 テ多撒 二見ル。

肝臓、星芒細胞 ノ輕度ナル壇生テ示 ス、小葉間

質二特二結締織芽細胞 ノ檜生 セ ル部位 アリ。

Sudan陽 性物質ハ全般 ノ星芒細胞 内二ZF等;"一

囁取 セラレテ存 ス ル テ見ル、小葉間結締織及

Glisson氏 鞘結締織中二於 テソノ淋巴間隙内二

遊離状 トナリ或 ハ組織球性細胞中二喰 セラレテ

存ス。

脾臓、表面灰白色不透明,組 織學的二被膜 ハ結

締織繊維性檜殖ニヨリ肥厚状ナ リ、一般 二充血

高度ニシテ濾胞 ト髄質 ノ境界不明瞭ナ リ。胚芽

中心 ノ出現 テ見ルモノアリ、即「クロマチン」二

乏 シキ核 テ有 スル細胞及紡錘状 ノ細胞 ガ中心動

脈二近 ク粗 二集ル中心動脈内被ハ増殖 ノ像 テ示

スo

脾髄ハ高度 ノ健血歌 テ示 シ寳毛細管ハ憤張 シ血

液テ充 シ内被 ノ檜殖 ラ示 ス、脾髄細胞モ輕度 ノ

増生テ示 ス。SudanIII陽 性赤褐色粒子 テ濾胞

中ノニ、三細胞内寳内大喰細胞及血管外網状織

性細胞内一見ル。

腎臓、血管系 ノ高度 ナル充血 アリ、Sudan染

色ニヨリ統毬禮毛細管二赤褐色僅微ナルSqualin

ノ小滴栓塞状 テ成 シテ沈著 ス。

No・8兎 、罷重2kgSqualinOi2c.c.tl .入、4日 後

発死 ス、下痢 アリ膿重 ノ急激ナル減少 ラ來 ス。

肺臓、右側ハ全盟二暗赤色、特二後面二暗黒赤

色ノ小斑 テ見ル、左 ハ下外葉後面二於テ同様 ノ

暗黒赤色 ノ斑 アリ上葉ハ淡赤灰白色、雨側共 二

暗赤色部 ハ硬度梢 ≧柔軟ナ リ、組織學的二高度

ノ謄血テ示 シ毛細血細ハ極度二旗張 シ血液 テ充

盈ス、小出血竈 アリ、大サ細葉ニー致 ス。其周

園二水腫 テ特 二高度二認 ムルモ大軍核細胞 ノ肺

胞内i遊出ハ認 メ ラ レズ、Sudan染 色陽性物質

バ小血管及毛細血管内二存 スルモノ及喰細胞 二

撮取セラレテ血管 内外 二存スルモノァリ、是等

ノSudan陽 性物質ノ・李等二撒布 セラレズ限局

シテ集團テナス テ見ル、 コノSqualinノ 限局

性集籏 テナセル部分 ノ中心ハ圭 トシテ中小静脈

管及動脈管 ヨリ成ルヲ見ル、氣管枝 テ中心 トシ

テ其 ノ周園 ノ結締織内及肺胞壁毛細血管内二細

胞禮内外及栓塞歌 テナシテ蝟集セル如キ歌テナ

スモ ノアリ。

血管外 二存 スル黄褐色細滴 ハ前記 ノ如 ク主 トシ

テ多懐白血球、大輩核組織球性細胞等二喰 セラ

レテ存 スルモ ノ多 シ、遊蘭 犬テナシテ血管壁組

織淋巴間隙内二存 スル像モ認 メラル、其 ノ他終

末氣管枝内及肺胞内二遊離状 ノ微細黄褐色小滴

テ見ル。

肝臓、中心静脈及毛細血管ハ旗張 シ血液 テ充満

ス。星芒細胞 ノ輕度ナル檜生 ノ像 テ見ル、Su-

danIII染 色ニヨリ星芒細胞内二陽性物質 テ囁

取 セルモノ甚グ多撒ナ リ。同時 二黒色 ノ色素ラ

喰 スルモ ノアリ、肝細胞 ノアルモ ノーソノ原形

質中一SudanIII陽 性黄色小穎粒 ノ現出アル

モ ノテ見ル、小葉間結締織内及Glisson氏 鞘結

織内ニソノ淋巴間隙内二遊離 ノ歌 テナシ或 ハ大

喰細胞二囁取 セラレテ存 スル黄褐色物質 アリ、

膓管上皮二微細穎粒 ノ存スルモ ノアリ、Sudan

黄褐色染色 テ示ス。

脾臓、全汎 二脆色素細胞 ノ遊走多 シ(鉄 反慮陽

性)濾 胞 ノ堺明瞭ニ シテ胚芽中心 ノ出現テ見ル

モ ノアリ、脾髄二有離性細胞 ノ増生檜撒 テ見脾

細胞ハ檜生 シ網状織繊維 ノ檜殖 テ示 ス、Sudan

III染 色 ニヨル時濾胞 内ノニ、 三細胞二陽性 ニ

シテ髄質 ノ大喰細胞 二又認 メラル。

腎臓、Sudan染 色 ニ ヨ リ統毬罷毛細血管内二

栓塞状 テナ シテ黄褐色小滴 ラ見ル、血管内テ全

ク充填 セズ シテ室胞性ニナリ環状 ノ邊縁 テ微カ

ー見ルモ ノアリ。

No.9兎 、膿重24009SqualinO.2c.c注 入、7

日目撲殺。

肺臓、雨側下外及下中葉ハ暗赤色ラ示 シ硬度梢
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柔軟中葉及上葉 二行 クニ從 ヒ色調硬度共 二正常

ナル淡赤色海綿様 トナル、組織學的二毛細血管

ノ籏張 アリ血球ラ納ル ・モ血管内テ密 二充實セ

シメ得 ズシテ室虚 ノ感 アル部位 テ見ル、血管外

二血液赤血球 ノ漏洩 セル嫁テ見ズ、小血管二於

テ血管内皮 ノ著明ナル檜殖 ラ示 シ遊離セルモノ ●

或 ハ遊離 ノ途上ニアルモノ多撒 テ見ル、カ ・ル

血管二於テハソノ外壁 ノ結締織 中二大軍核細胞

及多核白血球 ノ遊走浸潤多撒ナリ、大軍核細胞

ハ原形質特 二嗜酸性テ呈スルモノ多 シ。淋巴球

ノ遊走 モ少獄 二見 ラル、肺胞内二大軍核細胞 ノ

ニ、三浸出セルアリ、カ ・ル細胞ハ原形質 ノ嗜

酸性特 二強 クEosin赤 色 テ示 ス。肺胞内二浸

出液ナ ク氣管枝系統 一攣化ナシ。Sudan染 色

ニヨリ中、少血管内二粘着 セルモ ノ肺胞壁毛細

血管 二栓塞状 テナスモノ或ハ血管及毛細血管内

二環状紡錘状等 トナ リ微カニ沈著 ス、血管及氣

管枝周園 ノ結締織中ニハ遊離状微細粒子 トナリ

或ハ組織球姓細胞多核 白血球内二貧喰 セラレ集

籏 セル陽性物質テ見ル。

肝臓、中心静脈及毛細血管ハ高度二籏張 シ肝細

胞索ハ甚 シク歴縮 セラレ容積 テ減ズ。籏張 セル

血管系ハ内容二乏 シク室塵 ノ感 アリ、星芒細胞

ノ肥大及増生 ラ見ル。Sudan染 色 ニヨリ肥大

セル星芒細胞 内二美麗ナル赤褐色小滴 テ見ル肝

細胞 中二黄褐色 ノ微細粒子 テ保有 スルモノア

リ。小葉間結締織中西ハ遊離状 ノ微細ナル粒子

テ見ル、少撒 ノ臆管上皮及 ソノ基底部 二黄褐色

ノ細滴アリ。

脾臓 濾胞 二攣化ナシ、脾髄ハ鯵血状 テ呈 シ遊

離性軍核細胞 ノ増撒 アリ。賓毛細管 ノ充盈著 シ

ク賓内細胞 ノ壇生 ラ見ル、Sudan陽 性物質 テ

濾胞 内二、三細胞及髄質 ノ大喰細胞 ノ少撒 二見

ノレo

腎臓、統毬膿毛細血管ハ充血 シ甚 シク旗張スル

モ中二節穴状 ノ室胞 テ多数二見ル。SudanIII

染色一ヨリ此 ノ庭 二何等陽性物質 テ認 メザルテ

以テ見 レバ憤張 セル毛細血管ナル可 シ。

No.10兎 、膿重2100、SqO.2ce注 入、14日 目

撲殺。

肺臓、雨側下外葉及下中葉後面ハ赤色硬度一般

二正常、組織學的二此 ノ部分ハ肺胞壁毛細血管

高度 ナル鑛張 テ示 スモ赤血球ハ其 ノ割合二充満

サレズ、肺胞内二水性及細胞性浸出物 テ見ズ、

Sudan染 色ニヨリSqualinハ 小血管及毛細血

管二栓塞状 テナ シテ認メラル、前者ハ主 トシテ

環状牛月状 ヲナシ後者二在ルモノハ小滴 トナリ

共 二黄褐色 二着染 スルモ形態的見掛 ケノ量 テ減

ズ、静脈動脈及氣管枝周園 ノ結締織中二集 レル

モ ノハ圭 トシテ組織球性細胞内二喰 セラレタル

像 テ示 ス。微細 ノ粒子 トシテ肺胞壁及血管周園

ノ結織中二存 スルモノモ見ラル。

肝臓、Sudan染 色ニ ヨル 時星芒細胞内二黄褐

色 ノ小滴 トシテ見 ラル、小葉間質及Glisson氏

鞘 ノ結締織中二遊離 ノ黄褐色粒子 トシテ或ハ組

織球二貧喰 セラレテ見ラル。

脾臓、容積 テ減 ジ被膜灰 白色ニシテ硬断 餅 堅

シ、濾胞ハ縮小 シ境界不明瞭ナ リ、胚芽中心ヲ

見ルモ ノアリ.髄 質バー般二寳毛細血管 ノ櫨張

高度ナルモ内容 二乏 シ、寳内被 ノ檜殖及大喰細

胞 ノ遊走 アリ、網 伏織細胞 ノ増生 モ見ラル、

SudanIII染 色ニヨリ濾胞内 ノニ、三細胞二黄

褐色小滴 テ見ルモノアリ、髄質中ノ大喰細胞ニ

ハ殆 ンド認 メラレズ。'

腎臓 全般 二充血強 シ統毬禮毛細血管ハ高度二

鑛張 スSudan染 色物質ハ認 メラレズ。

第 四節Squalin微 量注 入 ニ ヨノレ試験 ノ小 括

前試験(第 一試験)二 於 テSqualinノ 大 量 テ家

兎耳静脈 内二注 入 シ形 態的観察 テナ シ0.2ec`2i

下 ノ注射 ニテハ動物(15009以 上)ノ 常 二何等 支

障 ナ ク経 過 スル事 テ知 リタルテ以 テ新 二盟重2

kgヨ リ2.5kgノ 家 兎5頭 二就 キ夫 々Squalin

O.2qqヅ ・耳静脈 ヨ リ注 入、24時 間、2日 、4
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表(2)微 量Squalin注 入 ニ ヨル 所 見 トSudan染 色 性Squalin物 質 ノ所 在
一

輕 過 肺 ノ攣 化 及SudIII
陽 性Squalinノ 所 在

肝 臓 ノ愛 化 ト
SudIII陽 性

Squalinノ 所 在

脾 臓 ノ攣 化 ト
SudIII陽 性

Squalinノ 所 在

腎臓 ノ攣 化 トS
udIII陽 性

Squalinノ 所 在

事 左下葉、右下外葉及下 濾胞内ノ輩核細胞血管系 ノ高度ノ充

」

鴨

No.6

2.1kg

SqO.2α α

耳静 脈 内

24時 間

撲 殺

中葉暗赤髭血高度
Squalinハ 肺胞壁毛細

管 ノ小血管(什)赤 褐色
大小喰細胞 中(+)

星芒細胞内(+)ナ
ルモ砂シ

内二赤褐色微細小

滴 ヲ見ル静脈蜜毛
細管内皮内及脾髄
細胞 ノニ、三 ノモ

血ア リ、綜毬髄毛
細血菅二栓塞状 ヲ1
ナシテ黄褐色物質
ヲ見ル、一部 ノ細

ノニ 同様 ノ粒 子 ヲ尿管系統中二黄褐
見ル 色 小 滴 ア リ。

雨側下葉後面暗赤色、星芒細胞 ノ輕度 ノ禮血高度資ノ振張充血高度ナル ヲ見
No.7 SqO.2cc 48時 間 小出血竈 アリ、加答見 培 生 ア リSudIII 蜜内皮ノ増殖 アリル 、 綜 毬 髄 ノニ 、

2.Okg 耳静脈内 撲 殺 性 ノ輕 度 ノ肺 炎及 間質
肺 炎 ヲ見 ルSqualinノ ・

陽性物質ノ・星芒細
胞内、小葉間質内

脾髄細胞 ノ増生 ア
リ、Sud陽 性物質

三 ノモノニ少藪 ノ

赤褐色物質 ヲ見ル
同上ナルモ喰細胞幾分 及Glisson氏 鞘 結 ハ濾 胞 内 ノニ 、 三

多シ 締織内二黄褐色細細胞及賓内外ノ大
滴片 トシテ見ラル喰細胞内二見ラル

右 側 ノ・暗赤 色 、 高 度 ノ中心静脈及毛細血謄色素細胞多シ、
Nα8 SqO.2qα 4日 目 髭血及小出血ア リ、 管披張シ血液 ヲ充網状織内皮系ノ壇練毬髄毛細血管二
2。Okg 耳静脈内 弊 死

σ導)

Squalinノ ・亭等 ノ撒布

ヲナサズ血管及氣管枝
ノ周園二集ル栓塞状ヲ

満ス、Sud陽 性物
質・・星芒細胞内小
葉間質内及謄管上

殖ヲ見ル、濾胞内
ノニ、三細胞及髄

質ノ大喰細胞中二

栓塞状ノ赤褐色物
質ヲ見ル

ナシ或ハ喰細胞中二在
リ

皮二陽性 黄褐色細滴アリ

雨側下葉暗赤色、血管 中心静脈及毛細血脾髄 ハ高度ノ雀血
No.9 SqO.2qα 7日 目 及氣管枝壁二小細胞浸管披張シ血液 充状、網状織内皮系縣毬髄毛細血管ノ
2.4kg 耳静脈内 撲 殺 潤 ア ニ、Sqハ 血 管 系

二栓 塞 状(+)
満ス、Sud陽 性物
質ノ・星芒細胞内小

し培殖 アリ、Sud

陽性物質ハ同上ノ
披 張 ア リ、Sud陽

性 物 質 ナ シ

喰細胞中二(+) 葉間質内及謄管上所見
皮二物質ヲ見ル

雨側下葉及中葉暗赤色 同 上
No.10 SqO.2α α 14日 目 血管系二栓塞状 ノSq 謄管上皮二見プレ 同 上 同 上
2.1kg 耳静脈内 撲 殺 ン・甚 ダ少 シ(+) ズ

喰細胞中二(十)

・H
,7日 、14日 目一之テ撲殺 シ肺臓、肝臓、脾

臓及腎臓二於 ケル該物質 ノ沈著及排泄 ノ歌態即

新陳代謝、蓮命 ノ時期的観察 テナセリ。

肺臓。肉眼的二著明ナル攣・化ハ認メラレザルモ

練テノ動物 二多少二拘 ラズ、暗赤乃至赤色 ノ浸

潤竈 アリ、特 二下葉後面二於 テ著明ナ リ、此 ノ

部分二米粒大 ヨリ帽針頭大 ノ小暗黒色斑 テ見2レ

(No.6、No.7、No.8)浸 潤部位ハ硬度稽 ≧柔

・軟ニシテ割面 ヨリ輕歴ニヨリ水檬性 ノ泡沫 テ出

シ水腫ノ状 テ示 セルモ ノアリ(No.7 、No.8)。

組織學的二注入第二日二於テハ高度 ノ澄血テ示

シ静脈管ハ血液 テ充滞ス、肺胞壁毛細血管 ハ鑛

張 シ蛇行駄 テ示 ス所 アリ、籏張 セル脈管 ハ肺胞

内二突出シ赤血球 ノ充盈著明ナリ、肺胞壁、血

管及氣管枝外壁 二大軍核細胞及多核 白血球 ノマ

バラナル遊走浸潤 テ見ル、肺胞 内二大軍核細胞

ノ浸出セルモノハ未ダ紗 シ、肺胞 内二出血セル

部位 テ見ルモ水腫ハ認 メラレズ、第2日 二於 テ

ハ是等 ノ出血竈 テ中心 トシテ輕度 ノ水腫 テ認メ

シム(No.7、No.8)。

第2日 目第4日 目二於テハ肺臓 ノ攣化最高潮 二

達 ス、帥謄血ハ小出血 テ來 シ水腫 アリ、水腫浸

出液 ハ甚 ダ稀薄 ナル爲二肺胞内二網状像構 ラ示

スモノ多 シ小血管周園 ノ結締織中二多核白血

球、大輩核細胞、淋巴球等 ノ浸潤 シ近接 セル肺

胞壁及氣管枝周園二又小激 二遊走ス。肺胞壁二

於 テ限局性 ノ細胞浸潤 テ示 シ間質性肺尖 ノ像 テ

呈スルテ見ル(No、7、No.8)。

No・7二 於 テ水腫 ハ輕度 ノ大軍核細胞及多核白

血球 ノ浸出テ件 ヒ加答見性肺尖 ノ像 テ呈スル部

位 アリ。然ルニ是等 ノ出血及水腫 ハ極 メテ輕度

ナル爲一7日 後 ノ例二於 テハ其 ノ痕跡 テ見ズ、

大軍核細胞及多核白血球 ノ間質内遊走 ノミ認メ

ラル ・二至ル(No.9、No.10) 。旗張 セル毛細血
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管 ノ麗血減退 シ内容 ノ細胞成分 二乏 シク室盧 ノ

感 テ抱 カシム(No.9、No.10)。 此 ノ時期 二特 一

目立 チテ血管及氣管枝周園 ノ結締織中二遊走 セ

ル多核白血球及大軍核細胞 ト思 シキ細胞 ノ原形

質 二甚 シク嗜酸性テ示 スモノ多激 テ見ル、多形

核白血球ハ漸次減少 シ大軍核細胞 ノ遊走テ圭 ト

スルニ至ルSudanIII染 色所 見、染色性Squ-

alin物 質ハ先ヅ小血管及毛細管内 二栓塞状 ヲ

ナ シテ沈著ス。中及小血管内二存 スルモノハ充

満 セル血液 ノ細胞成分及液歌成分 ノ間二混 ジ大

サバ血球 ヨリ大ナル滴 チナスモ ノ或 ハヨリ小 ナ

ル細滴 トナリテ見 ラル、血管壁 二粘著 セル如キ

像 テ示 スモ ノハ牛月形、紡錘歌或 ハ小血管 二在

リテハ環状 テナ シテ見 ラル赤褐色及黄褐色二著

染 ス、時期 ノ経過 ト共 二管 内 ノSqualin物 質ハ

内壁二粘著 シ或ハ内皮細胞 二入 リ又多数 ノ多核

白血球 二貧喰 セラレ盆々其 ノ量テ減 ジ僅ニソノ

痕跡 テ認ムルニ過ギズ(No.8、No.9、No.10)

肺胞壁毛細血管二栓塞歌 テナセルSqualin物

質 ハ初ハ甚 シ ク血管 ノ櫨張 テ惹起 シ肺胞内二

突出 シ肺胞内二浸出セルガ如 キ像 卜見誤ル惧 レ

アリ、時 日ノ経過 ト共 二Sudan陽 性物質漸次

減少 シ來 リ14日経過 ノモノ`在 リテハ甚 シク旗

張 セル毛細血管壁二僅二淡黄色 ノ環状染色 テ示

スニ過ギズ、多核白血球及大軍核組織球性細胞

ニヨルSqualin物 質 ノ貧喰作用 ハ各所 二見ラ

ル ・モ圭 トシテ血管内外及肺胞壁二於テ多数 二

見 ラレ第1日 第2日 二於テハ多核白血球多 ク第

4日 目、7日 目二於 テハ雨者相牛バ シ後大軍細

胞 ノ曾数及貧喰作用多撒 トナル、氣管枝周園 ノ

結締織内及肺胞内 ノ喰作用モ見 ラレ前者ハ撒 日

後 ノモノー多 ク後者 ハ各時期 二認 メラル、遊離

状 ノSudan陽 性物質テ血管及氣管枝周圃結締

織内及肺胞壁淋巴間隙内一見、微細ナル粒子 ト

シテ存 スルモノ多 シ、総テノ経過 二於 テ見 ラル。

中及小血管内二於テ内壁 二近 ク貧喰作用 テ認メ

多核 白血球 ニヨルモ ノ多 シ(特 二No.7二 於テ

著明)出血竈テ見ルモノハ 赤血球 ト混 ジ微細不

定形 ノ粒子 トナ リ肺胞内二出デタル黄褐色Squ一

alin物 質 テ 見 ル、 大 ナル 滴 トシテ肺胞 内二存

スル モ ノハ見 ラレズ(No.6、No.7、Nb.8)。

Squalin/Sudan陽 性 物質 ノ肺組織 内二於 ケ

ル分布状態 テ見 ルニ注入 ノ始 メ第1日 第2日a

於 テハ殆 ン ド卒等 二各庭 ノ毛細血管 二栓塞歌 ラ

ナ セルモ ノガ第4日 以後 二於 テハ特 二静脈管氣

管枝、動脈血管 ノ周 園 二移動集籏 スル ノ像 ラ見

ル、即血管及氣管枝 テ中心 トシテ栓 塞歌 テナセ

ルSudan物 質 或 ハ組織 間隙 内二遊離 ノ駄態 二

於 テ存 スル物質及喰細胞 二囁 取 セ ラレタルSu.

dan陽 性物 質 ハ期 セズ シ テ 移動蝟集 セルノ像

テ目撃 セ リ(No.8、No.9、No.10)。

肝 臓、 第4日 目及7日 目 ノ動物 二於 テ健血高度

ナル ヲ見 タリ。SudanIII陽 性Squalin物 質 ハ

星芒細胞 内二黄褐 色 ノ粒子 トシテ或 ハ細滴 トナ

リテ囁取 サル、全般 二卒等 二星芒細胞 内 二撒布

サル ・モ ノアルモ小葉 ノ周邊部 二於 テ梢 ヒ多 キ

ガ如 シ、 カ ・ルSudan陽 性 物質 ノー部 ハJod.

反 慮 ニ ヨリSqualin物 質 ナル コ トテ 確 メ得 タ

リ。肝細胞 内 二微 細 ナル黄褐 色粒子 ノ存 スルハ

高度 ナ ル鰐血 テ件 ヘルNo.8、No.9ノ ミナ リ。

此 ノ際肝細胞索 ハ旗張 セル血管 二厘i縮 セラレ萎

縮状 テ示 セ リ。小葉 間結締織及Glisson氏 鞘 ノ

結 締織 中 二於 テ喰細胞 内二入 リ或 ハ遊離 ノ歌 テ

ナ シテ認 メ ラル ・モ ノアリ(No。2、No.10)。

脆 ・管上皮 一一Sudan赤 褐 色物 質 ラ認 メシモ ノア

リ(No.8)。

脾 臓 、第2日 目 ヨ リ高度 ノ健 血 テ認 メ寳毛細血

管 ハ鑛張 シ網朕織 内皮系統 ノ檜 殖 ラ見ル 時期

ノ経 過 ト共 二漸次健血 ハ浦退 シ網 歌織 内皮系統

ノ」曾殖盆 々著明 トナ ル(No.9、No.10)。Sudan

III陽 性物質 ハ 濾胞 内 ノニ 、三軍核 細胞 内二赤

褐色 ノ小滴 トシテ(No.6、No.7、No.8、No.

10)及 網 状織 内皮系細胞 内 一 赤褐 色 ノ微 細ナル

小滴 トシテ練 テ ノ場合 二認 メ ラレタリ.

腎臓 、高度 ノ充血像 ヲ呈 スルモ ノア リ(No.6、

7、10>。Squalin/Sudan陽 性 物質 ハ虎 々ノ

縣毬膿 二於 テ ソ ノ毛細血管 内 二栓塞状 トシテ見.

ラ レカ ・ル 像 ハ24時 間後撲 殺(No.6)二 於 テ
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最 モ多 ク見 ラル、48時 間経 過 ノ例 二於 テ遙 二少

ク、7日 目及14日 目 ノ例 二於 テ ハ 今 ヤ全 ク此

ノ庭 二Sudan陽 性 物質 テ認 メ得 ズ、潤管上皮

及 且enle氏 蹄 係部 ノ上皮 二存 スル生理的Sudan

物 質 ハ線 テ ノ例 二於 テ見 ラル。

第五章 家兎静脈内1=注 入セラレタルSqualin大 量(第1試 験)

及小量(第2試 験)ノ 総括及考察

高度不飽和炭化 水素Squlinテ 家 兎耳静脈 ヨリ

荘 射 シ肺臓 、肝臓 、脾臓及 腎臓 二就 テ形 態的 二

該物質 ノ所 在 ヲ攻 究 シソノ新陳代謝蓮 命 ラ論 ぜ

ン事 テ企圖 シテ第1及 第2試 験 テ施行 セ リ、大

量0.5c.q以 上 ノ注 入 二 際 シテハ動物 ハ24時 間

以 内二艶死 セリ、動物 ハ家 兎 ラ使 用 シ禮 重2kg

ノ内外 ノモ ノテ用 フ、0.2qqP■ 下 ノ量 ニヨ リテ

ハ何等支障 ナ ク生命 テ維持 シ経過 スル事 テ知 ル

ヲ得 タリ。 即此 ノ量 タル ヤ先人諸家 ノ他 ノ種 々

ノ油剤01iven61,Rieinus61,Eukalyptol,Ter-

pentin61等 農 固有脂肪 二 非 ザル 油剤 二 就 テ ノ

静脈 内注射 ノ場合 ノ致 死量 ト全 クー一致 スルモ ノ

ナ リ。大量 注人 ノ際 二肺臓 一一必獲 ノ病攣 ハ肺胞

壁毛細血管 ノ高度 ナル栓 塞 ニ ヨル破綻 性 ノ限局

性小出血竈 ニ シテ α5cρ 以上注 入 ノ場合 ニハ殆

ンド線 テー之 ラ認 メ0.2c.c.注 入 ノ際 二於 テモ時

二小出血 テ來 シタル場合 ア リ.水 腫 モ出血 ト件

ヒテ見 ラル肺肋膜 面 二近 キ邊縁帯 二氣腫 状 ニナ

レル部位 テ認 メ シモノア リ、O.2c.c,tt入 ノ揚合

二於 テハ24時 間後 二於 テ ハ 米 ダ出血竈 ナ ク、

48時 間及4日 目 ノモ ノニ限局性小出血竈 ラ見 タ

リ。7日 目及14日 目 二於 テ ハ 何等出血 ノ痕跡

テモ認 メザルニ至 ル、即 出血 ハO.2c.c.注 入 ノ揚

合 二於 テモ極 メテ輕度乍 ラ多数 ノ場合 二起 リ2

日目及4日 目頃 二見 ラル ・モ ノナ リ。余 ノ場 合

二於 テ或 ハ出血 テ助長 シタル ナ ランカ ト憂 ヒタ

ルハ屠殺 二際 シ頭部(後 頭部)ヲ 敲打 シタル コ ト

ニ シテカ ・ル急激 ナル衝 動 ハ瞬間血歴 ノ異常 ナ

ル昂縢 テ來 シ極度 二籏張 セル毛細血管 ノ破綻 二

封 シー部 ノ誘 因 トナ リタルモ ノニ非 ズ ヤ ト思考

セラル可 キ揚合 ラ見 タ リ。 即多撒 ノ場 合 二出血

ノ ミ存 シ水腫及細胞 成分 ノ肺胞 内浸出 ノ砂 キ コ

ト等 バカ ・ル事柄 テ連想 セ シメ首肯 シ得 ラル ・

所 見 ナ リ トス。

叉他方 二於 テ水腫及 肺炎檬像構 ノ甚 シク輕微或

ハ全 ク存 セザルモ ノ 多 キ・・Squalinノ 化 學 的

刺戟 ガ組織細胞 二封 シテ輕度 ナル事 ラ知 ル ノ謹

左 トナル モ ノニ シテ轡血及血管 ノ破綻 等全 ク循

環障碍 ニヨル機械 的 ノ作用 二基 クモ ノナ リ。注

入サ レタルSqualinノ ・先 ヅ肺 二 至 リ小血管 及

肺胞壁 毛細管 内 二栓塞状 ヲナ シ多量 二沈著 ス、

一部 ハ此 ノ際毛細管組織 テ通 過 シ大循環 二入 リ

種 々 ノ臓 器組織 二達 ス。余 ノ場合、肝臓、脾臓

及 腎臓 テ検 シ タ ル ー 殆 ン ド総 テニ之 テ認 メタ

リ。只微量0.2c.att入7日 及14日(No.9、10)

経 過 ノ例 二於 テ・・腎臓 二殆 ンド全 クSqualin物

質 テ見 ズ、14日 経過 二於 テハ統毬盟 二微 二Su-

dan陽 性 物質 ノ片鱗 ラ認 メタル ニ過 ギズ。

以 上 ノ所 見 一 ヨリ肺 識毛細管 テ通 過 シ大循環 二

入 リタルSqualin物 質 ハ各臓器;一 入 リ沈著 シ

或 ハ其 ノ所 二於 テ更 二叉 他 ノ駄態 トシテ排泄 サ

ル ・モ ノナル事 ラ知 ル、腎臓 二於 テハ0.2c・c・注

入二際 シ7日 後 二至 レバ殆 ン ド浦化排泄 サル ・

事 テ知 ル ラ得 タ リ。 腎臓 テ ソノマ も遊離状態 二

於 テ通過 シ尿 ニ ヨ リ外界 二排泄 サ レ得 ルモ ノ

ヤ、 此 ノ問題 二封 シテハ種 々議論 ノ存 スル所 ナ

ル モ余 ノSqualinニ ヨル結果 ハSqualin物 質及

其 ノ分解物 質 トシテ尿 中二排泄 サル ・ラ認 メタ

リ。即大量注 人 二 際 シ厘 ≧一部 細尿 管系統 二

陽性物質 ラ認 メカ ・ル細尿 管 ノ起始部 ラナ ス統

毬膿 二多量 ノSudan陽 性 物質 テ認 メ得 タ リ、

爾尿 中 二別 二化學 的 二Sudan物 質 ラ謹 明 シ得

タ リ。化學的純梓 ナ ルSqualinハ 何 等 ノ有離

脂肪 酸 テ含 マズ(過 剰 ノ 「アルカ リ」ラ以 テ塵置
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ス)然ルニ生燈内注入後約1時 間 二於 テ肺臓、

腎臓 ノ毛細血管 内 二栓塞 セルSqualin物 質 ノ

ー部二Fischler氏 法陽性 ナルモノラ見ル、注

入後時 日ノ経過 ト共 二同氏法ニヨル時陽性脂肪

酸檬物質 ハ盆々檜量ス。カ ・ル所見ヨリ見ル時

Squalinハ 生禮内二入 リ血液 ノ1種 ノFerment

ノ作用 ニヨリソノー部ハ脂肪酸檬物質二攣化排

泄サル ・モノ存スル コトヲ信ズ。他 ノー途 トシ

テSqualinノ 新陳代謝 二血液細胞及固定性或

ハ遊離性 ノ組織球性細胞ガ關係 スル事ハ明一 シ

テ肺二於 テハ多核白血球、大軍核組織球細胞及

淋巴球ガ ソノ役 テナシ肝臓、脾臓及腎臓二於テ

ハ網状織内皮細胞 ガ主ナル役割ラ演ズルモ ノナ

リ。先ヅ肺臓 二於 テ是等 ノ清化及排泄 ノ歌態ラ

見ルニ多核白血球 ハ比較的早期 二多数現 レ大量

注入ノ場合 ニハ殊 二多 ク見 ラル。大軍核組織球

性細胞 ハ 梢 ≧之 二遅 レテ出現ス。Squalin/

Sudan陽 性物質ハ中小血管及血管壁結締織内二

於テ貧喰 セラレテ存 シ又肺胞壁組織間隙内ラ大

少喰細胞 二搬取 セラレテ蓮搬 セラル ・ラ全例 二

就 テ認 メ得 タリ.肺 胞 内喰作用 モ亦認メラレシ

庭ナリ。是等 ノSqualin物 質 テ澹ヘル細胞 ハ

注入セル當該物質 ノ多寡 ト時期的關係 トニヨリ

遊走 ノ程度及歌態 ラ異 ニシ大量注入 ノ場合 二早

期 二於テ主 トシデ多核白血球二貧喰 セラレ各所

二多撒 二見 ラル ・モ特二Squalinノ 栓塞 セル小

静脈管及毛細管 ノ周園二最モ多 シ、組織球性細

胞内二入 リテ存スルモノモ少撒 二存 シ同様 ノ分

布献態 テ示 ス、今小量(O.2c.q)注 入 ノ際二於テ

時期的 二喰細胞 ノ分布及清長 テ観察 スルニ第1

日二於テハ小喰細胞(圭 トシテ多核白血球)ノ 遊

津特二多 ク小血管及肺胞壁毛細血管中二Squ-

alin物 質 ノ多量 ナル所 二最 モ多 キモ全 ク認 メ

ラレザル部位 二於テモ之 テ認 メタ リ。大喰細胞

ノ遊走 モ少数 二認 メ分布ハ小喰細胞二同ジ第2

日及4日 目二到 レバ大小喰細胞ハ其 ノ撒殆 ンド

相牛バ シ大血管及氣管枝周園二次第二移動 シ蓮

搬 サル ・傾向アリ。後漸次同檬 ノ像テ示 シ乍 ラ

小喰細胞 ハソノ撒 テ減 ジ大喰細胞比較的多籔 ト

ナル モ全禮 トシテ ジノ撒 チ減 ズルニ至 ル。肺胞

内喰作 用 テ示 ジタルハ大喰 細胞 ニ ヨルモ ノ・ミ

ニ シテ小喰 細胞 ノ浸 出ハ1例 ダモ認 メ得 ザ リシ

所 ナ リ。Sudan染 色 上小喰細胞 ハ ソノ核 ノ爲

二黒褐 色 二見工大喰細胞 ハ原形 質 中二微 細ナル

粒子 トシテ美麗 ナル黄褐色 テ示 ス。大量注 入 ノ

場合5.Oc,q,2.5c.a及1c・aノ 際 二出血 テ見ズ シ

テ肺胞 内 二遊離 ノ状 態 二存 スル微 細Sudan赤

褐 色物質 テ見 タ リ。小量0.2αa注 入例 二於 テハ

第1日 ヨ リ14日 迄 ノ経過 一 於 テカ ・1レ遊離状

態 二存 スル ト確 認 シ得 ラル ・モ ノナ シ、大量注

入 ノ場合 二Squalinガ 健 康 ナ ル 血管壁 テ遊離

ノ歌態 ニ テ漏 出 シ肺 胞 内二排泄 サ レ得 ルモ ノナ

リヤ否 ヤ、余 ノ所 見 二於 テ注 入量 ニ ヨ リテハー

部排泄可能 ナ リ ト信 ズ ルモ ノナ リ。即唯吾人 ノ

検 索上 ノ方法技術 ノ巧拙 ニ ヨルモ ノナ リ トー蓋

二見倣 シ得 ザ ルモノ ・存 スルガ如 シ
、余 ノ試験

二於 テ遊闘朗犬二出 デタルモ ノナ リ ト認 メラル ・

モ ノハ其 ノ形態特有 ニ シテ細 カナ小滴片 トシテ

ソノ邊縁甚 シク不規則 ナルモ ノ多 ク長方形或 ハ

卵 圓状 ノモ ノー テ 黄褐色或 ・・赤褐色 ノSudan

染 色 テ示 ス、 技術上 ノ訣 陥 ニ ヨル圓形及楷 圓形

ノ邊 縁李滑 ナルモ ノトノ間 ニハ明 ナル相 違 テ認

メタ リ、 ソノ他 時期 ノ経過 ト共 二微 細遊離歌 ノ

小滴 トシテ組織 間隙 内、血管及氣管枝周園 ノ結

締織 内淋 巴腔 二存 スルSudan陽 性 物質 ノ増加

テ見 タ リ。 カ クノ如 ク淋 巴間隙 内二存 スル不定

形 ノ細滴片 ハ 直接血管 テ漏 出 シタルモ ノナル

カ、或 ハ血 中二於 テ分解 サ レ血管外 二來 リ再 ビ

合成 サ レ シモ ンカ或 ハ又 細胞膿 内テ借 リテ出デ

後 再 ビ遊離 サ レタル モ ノナルカバ喰作用 ガ総 テ

血 管内 一テ成 サ レ後血管外 二遊 出 シタルモノナ

ル カ 否 カ ト同檬 二遽 二断定 サル可 キモ ノニ非

ズ、此 ノ問題 二關 シテハ更 二検 討 テ試 ミン ト欲

ス、毛細管 内 二 於 テSqualinハ 始 メハ全 タ充

實 セル栓 塞歌 テナ シテ存 シ、小血管及 中等大血

管 内二見 ルモ ノハ血液成分 ト混 ジ圓形小滴 トナ

リ壁 二附著 シ或 ハ遊離状 トシテ見 ラル、血管壁

二全 ク粘著 シテ環状 テナスモ ノア リ
。、或 イ・弦月
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状、 牛月状 トナ リテ存 スル テ見ル、時期 ノ経過

ト共 二全膿 トシテ量 テ減 ジ毛細管 丙二栓塞状 ラ

ナセルモ ノモ終 ニハ中央 室胞状 トナ リ小圓形 ノ

環状Sudan染 色 テ示 シ或 ハ管壁 二沿 ヒソ1痕

跡 テ認 ムルニ過 ギザル ニ至 ル。

油剤一般 ノ形態的検査 ノ場合 ト同檬 二肺 二於 ケ

ル上記 ノSqualinノ 形 態 ・・Gelatin包 埋 ニ ヨ

ル凍結切片標 本 二就 テ ソZ薄 キモ ノ及厚 キ切片

ノニ通 リテ製 シ検 索 セ リ、大 軍核細 胞、多核 白

血球 及淋巴球 ノ小 血管及 氣管枝周園結締織 中一

遊 走セル モノハ ソノ原形 質嗜 酸 性テ示 スモ ノア

リ、肺胞 内ノ浸 出細胞及 肺胞 上皮 二同檬 嗜酸性

ノ特異ナル染 色性 ラ現 スモ ノアル コ トテ嚢 見 セ

リ、是等 ノ細胞 ハ 其 ノ原形質 内二Squalin物

質 テ撮取 セル爲 二其 ノ木來 ノ性質 ナル酸素 トノ

親和力 ニヨ リ嗜酸性 トシテEosin色 ラ取 ル ニ

由ルモ ノナ ラン ト思惟 サル、短時間 二艶死 セル

大 量注 入例 ニ アリテモ少数 二之 テ認 メ得 ラ レタ

リ・小量 ノ場合 二於 テモ第1日 ノ例 二既 二認 メ

得 ラル ・テ知 ル、是等 嗜酸 性細胞 ノ清長 ハ喰 細

胞 ノ多寡 ト卒行 シ遊走細胞 多 ク,染色性細胞 ノ多

キモ ノ程特異 ナル嗜酸性細胞 ノ出現 多 シ。

即 §udanIII陽 性 細胞=嗜 酸性細胞 ナル事 テ

知 ル、時期的 二嗜酸 陞染 色程 度 ノ」曾減攣遷 ハ余

ノ14日 迄 ノ観察 二 認 メ得 ラレズ
、大循環 二入

リタルSqualin物 質 ハ各所 二 輪迭 サル、肝臓

二於 テハ此 ノ際血管系 ニー過 性 ノ鰹 血 ラ示 スモ

肺臓 ノ鯵血 ヨ リ梢 ヒ遅 レ テ 見 ラル ・ガ如 シ。

Squalin大 量 注 入 ノ場合 ハ勿論小量0 .2c.c.注 入

ノ動物 一於 テモ例外 ナ ク其 ノ所在 テ確 メ得 タ

リ・最 モ多 ク見 プル ・ハLanghan氏 ノ星芒細

胞 二微細 ナル細滴 トシテ美麗 ナルSudan黄 褐

色 テ呈 ス小葉間結織 内及Glisson氏 鞘 内 二於

テ組織球 性細胞 内 二入 リ或 ハ遊離 ノ微細滴 トシ

テ見 ラレタル モ ノア リ、肝細胞 内 二多撒 ノ黄褐

色Sudan穎 粒 テ保有 スルモ ノ2例 テ見 タ リ、

然ルニ此 ノ2例 二於 テハ中心静脈及毛細血管 ノ

高度 ナル旗張充盈 テ示 シ肝細胞索 ハ著 シク歴縮

セラ レ萎縮状 テ示 セルテ見 タリ、即歴縮 ニヨル

内生脂肪憂性物質 トシテSudan染 色 性 ヲ現 出

シタルニ非 ザルカ ト思 ハル。Merkulowハ 種 々

ノ脂肪 物質 ノ研 究 ノ結果肝細胞 内 二油脂物質 ノ

囁 取 セ ラル ・事 テ強調 ス、Squalin物 質 ノ新陳

代謝 ノ揚 合 二於 テ氏 ノSudan陽 性 物質 ノ出現

ナル所 見 二封 シ反封 ノ結果 テ 得 タ リ。上述 ノ

如 ク肝臓 二於 ケルSqualin物 質 ノ分布 ハ宛 モ

Karminニ ヨル生禮染色所 見 ノ観 アリ。 沈著 セ

ルSqualin物 質 ・・大 量注 射例 二於 テハ大禮 ソ

ノ量 二比例 シテ檜減 スルモ小 量注射 ノ例 二於 テ

ハ甚 シク動 揺 アルテ認 メタ リ。時期 的 二親察 ス

ルニ4日 目二艶死 セル例 二於 テ星芒細胞 ノ多歎

ノモ ノニ大 ナル滴 トシテ認 メ7日 目及2日 目 ノ

モ,之 二次 ギ14日 目及24時 間 目 ノ動物 二最 モ

少 シ。大量及少量注 入例 二於 テ注 入量 二比例 セ

ザル檜減 テ示 ス。即大量 ノ揚合 ハ甚 ダ多 ク少量

ノ場合 ハ肝臓 ノ沈著物 質甚 シク紗 シ
、 カ ・ル相

違 ノ存在 スル事 實 ハ興 味 アル事柄 ニ シテ大 量 ノ

場 合ハ肺 ヲ通過 シ大 循環 二入 ル量 ハ注 入量 二李

行 スル檜減 テ示 スモ或程度 ノ量以下 ニテハ通過

ニー定 ノ時 間 テ要 スル爲大循環 中二移行 スル量

三相違甚 シキテ知 ル
。此 ノ理 由 トシテハ肺毛細

血管 ノ伸展性 ニ ヨル ト見倣 サル筐P小量(O.20q)

ノ場 合 二於 テハ栓塞物質 バー時 コ ノ所 二保 留 サ

レ通 過緩 徐 トナ リ48時 間後 ヨ リ4日 目ノ間 二於

テ通 過 サル可 キ物 質 ノ総 テハ大循環 二入ル
、 即

此 ノ時期 二於 テ最 モ多数且多量 二大循環系各臓

器組織 二見出 サル、 其 ノ以後 二於 テハ漸次分解

消化 サル ・爲 二次 第 二減 撒清失 スルモ ノナ ラン

ト思 ハル、此 ノ像 ハ脾臓 及腎臓 ニ オケル所 見 ト

卒行 スル事 テ知 ル、脾臓及 腎臓 二於 テハSqualin

物 質 ノ出現清失全 クー致 ス、24時 間後脾臓 二於

テハ濾胞 内2、3細 胞 二及髄質 内 ノ網封犬織 内皮 系

細胞 内 一Sudan黄 褐 色物 質 テ 見 ル小量0.2c.q

場 合 二14日 後 ニハ極 ク僅微 ノ小滴 ラ見ル腎臓

二於 テハ縣毬艦 毛細血管 内二栓 塞状 テナス
、7

日以後 ニ ア リ テ ハ 微 ニ ソノ痕 跡 テ認 メタル ノ

ミ・ 潤管 中 ニハSudan黄 褐 色小 滴 テソ ノ上皮

内二足 ル、 コ ノモ ノハSudanIII薔 法 染 色 二
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於 テモ生理 的 二認 メ ラル ・モ ノニ シテSqualin

物 質 トノ鑑別至難 ナ リ、Gallengang中 一 ソ ノ

上皮 内二時 二Sudan陽 性物質 テ認 メタ 恥 大

量 注入 ノ場合 ハ ソノ全例 二小量 注入 ノ場合 二於

テハ第4日 目及7日 目ノ例 ニ ソ ノ上皮 内及基底

部 二小滴 テ 見 タリ、而 シテJod反 慮 法 ニ ヨル

二陰性 ニ シテSqualin物 質 ナ ル 事 テ確認 スル

ニ至 ラズ、元來家 兎 ハ脆 汁分泌 ノ少 キ動物 ニ シ

テ肺胞 内排泄及腺 上皮等 ヨリノ排泄 ガー般 二認

メ ラル、 余 ノSqualin… ヨ ル 所見 モ亦之 二類

似 ノ結 果 ラ得 タル モ ノナルモ明二他 ノ脂肪物質

トノ鑑別 ハ不 可能 二終 レリ。

第六章 微量Squalin(0・1c.c)i連 日耳静脈内注 入

家兎 ノ病理組織學的親察及小括

第三試験

微量SqualinO・1c.qヅ ・禮重1.5kgノ 家兎二連

日38日 間注射 シ形態的 二該物質 ノ蓮命テ検 シ

タリ、最後 ノ注射後24時 間ニシテ撲殺 ス、撲

殺時艦重約2009ノ 増加 ラ見蓮動活霰ナ リ。

肺臓、硬度柔軟、肺肋膜面ハ滑澤淡赤黄色 テ示

ス、限憂 ナシ、組織學的二肺胞壁毛細血管ハ籏

張 シ鰐血状 ナリ。胞壁ハ萎縮状 テナ≒ル部分 ト

氣腫状 テ呈スル部分 アリテ氣腫状テ示 ス部分ノ・

肋膜下二近キ部分二見 ラル ・モノ多 シ。肺胞内

二剥離上皮及大軍核組織球性細胞 ト認 メラル可

キ像 テ示 スモ ノ・遊出モ見 ラル、是等 ノ肺胞内

滲出細胞蚊 二氣管枝及血管周園 ノ結締織中ノ大

軍核細胞中二原形質 ノ甚 シク嗜酸性ラ示 シ特二

Eosinニ ョリ濃染 セラル ・特性テ有スルモノア

リ、多形核白血球及淋巴球 ノ血管外遊走ハ殆 ン

ド認 メラレズ、唯一部 ノ肺胞壁 二主 トシテ大軍

核細胞 ヨリナリ多形核白血球及淋巴球 ノ極 ノテ

少敷二存 スルー見間質性肺炎ノ像 テ呈スル部位

アリ、 肺胞壁 ノー部 二Nekrobioseテ 呈 スル

所 アリ、然ルニ炎性滲出機轄 ノ認ム可 キナ シ、

氣管"加 答見 ヲ見ズ、Sudan染 色ニ ヨル時

Squalinノ 陽性物質ハ大部分血管中二在 リ、肺

胞 内二浸出セルモノハ大喰細胞内二撮取 セラレ

タル歌態 ニテ見 ラル ・モノ多 シ、遊離状 ラナシ

テ肺胞内二存 スルモ ノモ微量二存スルガ如 シ、

其 ノ他各所 二大喰細胞 ノ遊走 アリ、然ルニ異物

亘態細胞 ノ出現 ヲ見ズ、Sudan陽 性Squalin

物質 ノ多 キ部分 ノ肺胞壁 ハ萎縮状 テ示 ステ見

ル、要之 スル ニ連 日微量注 入 二 於 テ38日 間後

ノ肺 ノ病攣 ハ甚 ダ シク僅微 ニ シテ輕度 ノintra・

acin6seCirrhosemitNekrobiose二 停 リ刺

戟症状砂 キモ ノナル ラ知 ル。

肝臓 、毛細血管 及 中心静脈 共 二籏張 シ血液 テ充

満 ス。Sudan陽 性 物質 ハ 膿管 上皮 二赤褐色 ノ

滴 トシテ見 ラル。 星芒細胞 内及 間質結締織 中系

陽性物質 ナ シ、膀管 上皮 内二陽性 ナル小滴 テ見

ルモ正常 二於 テ時 一 出現 スル爲Squalin物 質

ノ鑑別 ハ至難 ナ リ。

脾臓、梢 ≧萎縮状 ナ リ表 面 ハ灰 白色 ノ皮膜 二掩

ノ・レ硬 度軟 ナ リ、組織學的 二濾胞 二杯芽中心テ

見 ルモ ノアリ.淋 巴球 二Mitoseノ 像 テ呈 スル

モ ノアリ、脾 髄 ハ賓毛細管籏張 シ内容 ハ然ルニ

乏 シ、大 軍核細胞 ノ出現遊 走 モ著 明 二見 ラレ

Haemosiderin色 素 テ旛 フモ ノ多 シ、脾髄細胞

ノ壇生網状織 内皮 組織 ノ増殖 モ見 ラル、Sudan

物 質 ハ脾髄 内 ノ大 喰細胞 二少撒 二見 ル。

腎臓、統毬禮 毛細管 内二栓塞状 テナセルSudan:

陽 性 物質 テ見 ルモ勘 シ。

小括 、微 量0.1c.qヅ ・連 日注射 セルSqualin物

質 ハ大部分肺毛細 血管 内二吸著 固定 サル、噌部

ハ組織球性細胞 二 入 リ血管外 ノ各所 二蓮搬 サ

ル、又遊離駄態 トシテ間質 内 ノ淋 巴腔或 ハ肺胞

内二於 テ僅少 乍 ラ認 メラル、此 ノ際肝臓、脾臓

及 腎臓 二 於 テハSudan陽 性Squalin物 質甚

シク少 シ、 カ ・ル所 見 ハ特 二興味 アル問題 ニ シ

テ少 量0.1c.q"f'・ ノ注入 一・アリテハ肺毛細血管

通過 ノ物 質 ハ甚 ダ少 シ、 帥1同 ノ量 ニヨリ肺 ノ
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通過性ハ左右サレ全量二比較的關係少 シト見倣 ス可 キ結 果 ヲ得 タ リ。 ・

第七章Squalin大 量腹腔内注入 ニヨル家兎病理組織學的所見及小括

第四試験

家兎膣 重2.Okg-Squalinテ5.Oc・cヅ ・4日

間連緬腹腔 内 二 注 入 シ20臼 後撲殺 シSqualin

物質 ノ各臓器 二於 ケル所 在及 由 リテ起 リタル憂

化 テ形態的 二検 索 セ リ、Squalin一 全 量20c.qec

殺 時 艦重2.Okgナ リ。 一

肺臓、淡 赤灰白色、海綿様 正常 ノ弾性 ア リ肋膜

面正常胸水 ナ シ組織學 的 二小血管周園 二輕度 ノ

圓形細胞 ノ浸潤 竈 アル部位 ア リ、 出血蛇 二水腫

ナ ク細胞成分 ノ肺胞 内滲出 テ見ズ、即炎性滲 出

機轄 テ 認 メズ、Sudan染 色 ニ ヨ リ小血管及肺

胞壁毛細血管 内二圭 トシテ栓塞状 テナ シテ充填

セル赤褐色Squalin物 質 テ 見ル、然 ル ニ肺胞

内二遊離状 テナ シテ存 スル モ ノハ見 ラレズ、血

管 内二栓塞撒布 セル量 ハ多 カ ラズ、 少 カ ラズ中

等度 二沈著 ス、組織球性細胞 二振 取 セ ラレ血管

及氣管枝周園 ノ結締織 中 二存 スルモ ノアルモ少

シ。

腹膣、大網膜 ハ乳 白色 テ呈 シ纒 絡 シ巻退 ス肝臓

ノ表面及下面 ト脾 ノ表面 ハ 灰 白色 ノSqualin

酸化 物質 ヨリナル白苔 ニテ蓋 ハル、右繊隔膜 下
'

面、肝臓 ノ下縁 拉 二腸 間膜 二米粒大 ヨリ大 豆大

迄 ノ撒個 ノ灰 白色球状 ノSqualin酸 化 物質 ノ

β付著 セル ラ見ル。

肝臓、毛細血管旗 張 シ鰐 血状 ナ リ、Squalinハ

星 芒細胞 内二赤褐色微細滴 トシテ多量 二囁 取 セ

ラル、 小葉 間質及Glisson氏 鞘 ノ結締織 内二

組織球性細胞 二貧喰 セ ラ レ或 ハ遊離 ノ歌 態 二

於 テ存 スル テ 見 ル、膿管上皮 中 二 陽性物質 ア

リご

脾臓、形態 的 二造構 上著憂 ナ シ、唯濾胞 ノアル

モ ノニ杯 芽中心 ノ出現 セル ア リ、大喰細胞 モ見

ラル、 淋巴球 二核分裂像 ラ示 スモ ノア リ、濾胞

ト脾髄 ノ境界明 ナ ラズ。脾髄 ハ遊走細胞 ノ増生

檜数 ア リ。Sudan陽 性 物質 テ 髄質 ノ網H犬織 内

皮細胞 中 ノ2、3二 見ル。'

腎 臓、統毬膣毛細血管 内 二黄 赤色Sudan陽 性

物質 ノ存在 テ微 カニ認 ムルニ過 ギズ。

小括、腹腔 内 二注 入 セ シ全量20c・c・ノSqualin

ハ20日 後 二於 テ肺臓 二多量 二 認 メラレ肝臓、

脾臓及腎臓 二於 テモ爾認 メラレタ リ、肺臓 二於

テ最 モ形態 的 二多量 二存 スルガ如 ク圭 トシテ血

管 内二栓 塞状 テナ シテ沈著 ス、組織球性細胞 一

ヨリ血管外 ノ各所 二蓮搬 セ ラ ル ・テ見ル、肝

臓、脾臓 、腎臓 二於 テハ静脈 内注射 ノ場 合 ト同

様 ニ シテ肺 テ通過 シタルSqualin・ ・是等 ノ臓

器 内二夫 々沈著 シ肝臓 二於 テハ星芒 細胞 内、 小

葉 問質 内及Glisson氏 鞘 内二認 メ ラル、腎臓 二

於 テハ統毬膿 二認 メラル。

● 第八章 第三試験及第四試験ノ総括及考案

微量0.1c.aSqualinテ 連 日静脈 内二 注射 シ38

日間帥全量3.8c.G澁 入動物 ハ腹腔 内二20c.q注 入

ノ動物 ト同様 二何等支障 ナク経過 セ リ。肺臓、

肝臓、脾臓及腎臓 二於 ケルSqualin物 質 ノ新

陳代謝 ハ殆 ンド前試験 ノ場 合 ト同様 ナ リ。唯微

量連 日注 入及腹腔 内大 量 ノ例 二於 テハ肺 置認 ム

可 キ攣化少 ク出血及水腫等 モ認 メラレズ、唯微

量連 日注 入 ニア リテハSqualinノ 多 ク沈著 セル

部位 三肺組織 ノ萎縮 テ認 メ、然 ラザル所 二輕度

ノ氣腫 テ見 タ リ、 肺胞 内 ヘ ノ遊離歌Squaユin

ノ浸 出 ハ直 二之 テ断 シ得 ズ、他 ノ臓器 ニオケル

所 見 ノ・略ペ ー致 ス。肝臓 二於 テ後者(腹 腔 内注

入)ハ 星芒細胞 内 二Sudan陽 性物 質 テ 見 タル

モ前者 ニハ之 テ 見ズ、肺胞上皮 ノBiologisch一
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Activeノ 作用 テ高唱 スル 學者ハ肺毛細管 ヨリ

漏出 セル油脂物質 ハ直二肺胞上皮ガ囁取 シ肺胞

内二共二遊出 シ或 ハ遊離 ノ状態ニテ浸出ス トナ

ス、モ余 ノ試験 二 於 デバカ ・ルActivノ 作 用 テ

ナス ト確信 サ レシモ ノナ シ。

第九章 結 論

1、 高 度不 飽和炭化水素Squalinハ 生艦 組織

内 二入 リ テ脂肪染色特 二SudanIII染 色 常 二

陽性 ラ呈 シ組織 二於 テ酸化 サ レ陳菖 ニナルニ從

ヒソノ染色盆 ヒ著 明 トナル。

2,Squalinノ ー 部 ハ生膿 内二 入 リテ直 二Fi-

schler氏 法微 力・・;・・陽性 テ示 シ陳薔 ニナルニ從

ヒ陽性傘高度 トナル、EPSqualinノ ー 部 ハ 直

二分解 サ レ脂肪 酸様 物質 トナルモ ノナ ラ ン。

3、Lugol氏 液 ニテ庭置 ス ル 時 コレ ト化學的

二結合 シ爲 二組 織 内二於 テ黒色、黒褐色、褐色

等 二著染 サル。又Bromト 結 合 セ シメ ソ ノー

部 ノ謹 明 テナ シ得。

4、 静脈 内(家 兎膿 重2kg内 外)-0・2c・aPJ上 ノ

注射 テ爲 ス時肺毛細血管 二破綻性 出血 テ見ル モ

ノ アル モ髄固有性油脂 ト同様 二甚 ダ輕度 ナ リ、

倫 此 ノ作用 ハ毛細管栓塞 ニ ヨル循環障碍 ノ爲 画

惹起 サ レタル機械的 ノ作用 ヲ主 トスル爲 炎性滲

出機轄紗 シ。

5、 大量0,5c.aPJ上1同 二注 入 ノ揚合及0・1c・a

ヅ ・連 日注 入 ヲ 繰返 シ タ ル 場 合Squalin/

Sudan陽 性 物質 ノー部 ハ 遊離歌 ノ滴片 トシテ

肺胞 内二排泄 サル ・テ見ル。

6、Squalinノ 小量0・2c・q以下二於テハ家兎静

脈 内 二注入 シ何等害作用 ナク、腹腔内二六量

(20c.a)注入二際 シテモ何等 ノ副作用ラ見ズ。

7、Squalinノ 新陳代謝 ハ前記 ノ如 ク酸化分解

産物 トナ リ同化サ レ多核白血球、淋巴球及網歌

織内皮系細胞等二貧喰 セラレ或 ハ遊離 ノ封犬態ニ

テ組織淋巴間隙内二入 リ種々ノ腺組織 ニヨリ外

界二排泄サル。

8、 腎臓 二於 テ多量注入 ノ揚合 二縣毬禮毛細管

テ通過 シ細尿管 ニヨリ尿中二排泄 サル、此 ノ事

實ハ又化學的二尿 ノ定性試験 ニヨリ謹明サル。

9、Squalinノ 組織 二封 スル作用 ノ・増殖機轄ラ

圭 トス、Squalin物 質 ヲ貧喰囁取セル遊走細胞

及肺胞固定上皮 二原形質 ノ嗜酸性 トナリー種奇

異ナル細胞 トシテ見 ラル ・モ ノァリ。

稿 テ了ルニ當 リ終始御懇篤ナル御教導テ添 フシ

又御校閲 ノ勢 テ賜 リタル鴻上博士拉二東京署學

專門學校病理學教室佐々教授 二封 シ深甚ナル謝

意 ヲ表ス。
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